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序 章  
Ⅰ  . 統 合 失 調 症 の 概 要 と 社 会 的 背 景  
 統 合 失 調 症 の 有 病 率 は 成 人 の 0 . 5 ～ 1 . 5 ％ で 、 1 0 0 人 に １ 人 が か か
る 身 近 な 病 気 で あ る 。日 本 で は 2 0 1 1 年 で 約 6 7 万 人 の 患 者 が 治 療 を
受 け て い る 。患 者 の 約 8 0 ％ は 1 5 歳 か ら 3 0 歳 の 間 に 発 症 す る と い わ
れ て い る 。 原 因 は 未 だ 不 明 で 、 何 ら か の 脳 の 機 能 異 常 と 心 理 社 会 的
な ス ト レ ス な ど の 相 互 作 用 が 関 係 す る と い わ れ て い る 1 ） 。 I C D － 1 0
（ 国 際 疾 病 分 類 ） で は 、 統 合 失 調 症 は 一 般 的 に は 思 考 と 知 覚 の 根 本
的 で 独 特 な 歪 曲 、 お よ び 感 情 の 不 適 切 さ あ る い は 鈍 麻 に よ っ て 特 徴
づ け ら れ 、 あ る 程 度 の 認 知 障 害 が 経 過 中 に 進 行 す る こ と は あ る が 、
意 識 の 清 明 さ と 知 的 能 力 は 通 常 保 た れ る こ と 、 こ の 障 害 に は 、 正 常
な 人 間 に 個 性 ・ 独 自 性 ・ 自 己 方 向 性 な ど の 感 情 を 与 え る 最 も 根 本 的
な 諸 機 能 の 障 害 が 含 ま れ 、 発 病 は 急 性 で 重 篤 な 行 動 障 害 を 伴 っ て い
た り 、潜 行 性 で 奇 妙 な 考 え や 振 る 舞 い が 徐 々 に 進 行 し た り す る こ と 、
障 害 の 経 過 も 極 め て 多 様 で あ り 、 決 し て 慢 性 化 や 荒 廃 が 避 け ら れ な
い わ け で は な く 、 あ る 割 合 で 完 全 寛 解 と い っ た 転 帰 に 至 る こ と が 示
さ れ て い る 2 ） 。  
病 気 の 経 過 は 、 前 兆 期 、 急 性 期 、 休 息 期 、 回 復 期 の 4 段 階 に 分
け ら れ 、 回 復 期 に は 認 知 機 能 障 害 に よ り 、 生 活 上 の 障 害 や 社 会 性
の 低 下 へ と つ な が っ て い く 場 合 が あ る 。 統 合 失 調 症 を 発 症 し て か
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ら 2 0 ～ 3 0 年 の 長 期 に わ た る 経 過 を 調 べ た 研 究 で は 、回 復 ま た は 社
会 的 治 癒 に 至 る 群 は 2 0 ～ 3 0 ％ 、 軽 症 群 お よ び 中 等 症 群 が そ れ ぞ れ
2 5 ～ 3 0 ％ 、 重 症 群 が 1 5 ～ 2 5 ％ と の 結 果 が 出 て い る 。 発 症 後 、 薬 物
治 療 を 開 始 す る ま で の 期 間 （ 精 神 病 未 治 療 期 間 ） が 短 い と 予 後 が
よ い こ と が 指 摘 さ れ て お り 、 長 期 経 過 の 面 で も 早 期 発 見 、 早 期 治
療 が 大 切 で あ り 、 身 体 合 併 症 の リ ス ク も 低 い と い え る （ 厚 生 労 働
省 ） 。  
世 界 保 健 機 関 （ W o r l d  H e a l t h  O r g a n i z a t i o n ： W H O ） が 発 行 し た
「 M e n t a l  H e a l t h  A t l a s  2 0 0 5 」 （ W H O ,  2 0 0 5 ） に よ れ ば 、  1 8 5  の 国
と 地 域 で 人 口  1  万 人 あ た り の 精 神 科 病 床 数  が も っ と も 多 か っ た
の は  2 8 . 4  床 を 有 す る 日 本 で あ っ た 。 日 本 で 入 院 期 間 の 最 も 長 い 疾
患 名 は 「 統 合 失 調 症 」 で あ っ た 。 （ 厚 生 労 働 省 患 者 調 査 ， 2 0 1 1 ） し
か し 、 近 年 日 本 に お け る 精 神 保 健 福 祉 対 策 と し て 、 厚 生 労 働 省 に よ
る 長 期 在 院 患 者 の 退 院 促 進 事 業 や 障 害 者 自 立 支 援 法 の 施 行 等 に よ り 、
我 が 国 で も 脱 施 設 化 が 進 み 、 多 く の 長 期 入 院 患 者 が 退 院 す る も の と
予 測 さ れ る 3 ) 。  
統 合 失 調 症 患 者 は 、 病 気 本 来 の 身 体 脆 弱 性 や 非 定 型 抗 精 神 病 薬 の
副 作 用 、 生 活 習 慣 の 乱 れ な ど か ら 、 糖 尿 病 や 心 疾 患 に よ る 死 亡 率 が
健 常 者 の 約 5 倍 、 呼 吸 器 疾 患 の 死 亡 率 は 約 7 倍 で あ り 、 平 均 余 命 は 健
常 者 に 比 し 約 1 0 年 短 い と い わ れ て い る 4 ） 。死 亡 原 因 の 5 0 ～ 7 0 ％ は 虚
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血 性 心 疾 患 で 、 一 般 人 の 3 3 ％ に 比 べ て 高 い 4 ） 。 こ れ に 関 連 し て 統 合
失 調 症 患 者 で は 、 肥 満 の 合 併 率 が 5 8 ％ と 高 く 、 一 般 成 人 の 約 3 1 ％ を
大 き く 上 回 る 5 ） 6 ） 。 ま た 、 統 合 失 調 症 デ イ ケ ア 通 所 者 に お け る メ タ
ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 発 症 率 は 、 日 本 で は 4 4 . 6 ％ 7 ） 、 米 国 で は
4 0 . 9 ％ 8 ） で あ り 、 日 本 人 の 一 般 人 の 2 3 . 0 ％ 9 ） に 対 し 高 い 。 し た が っ
て 、 外 来 統 合 失 調 症 の 患 者 で は 、 生 活 習 慣 に お け る リ ス ク の 増 大 が
な お 一 層 懸 念 さ れ る 1 0 ) 。 特 に 、 体 重 増 加 は 様 々 な 身 体 合 併 症 発 症 の
要 因 に な り 、患 者 の Q O L 低 下 を 招 く た め に 1 1 ） 肥 満 対 策 は 重 要 で あ る
と い え る 。  
 
Ⅱ ． 統 合 失 調 症 の 治 療 に お け る 課 題  
統 合 失 調 症 の 精 神 疾 患 の 病 態 仮 説 と し て は 、 前 頭 葉 の ド パ ミ ン 神
経 機 能 の 低 活 動 性 を 伴 う 皮 質 下 の ド パ ミ ン 神 経 機 能 の 過 活 動 と い う
「 ド パ ミ ン 仮 説 」 が 有 力 で あ り 、 症 状 を 軽 減 す る た め の 抗 精 神 病 薬
の 共 通 の 特 徴 が ド パ ミ ン D 2 受 容 体 の ア ン タ ゴ ニ ス ト で あ る 点 か ら
も 根 拠 の 裏 付 け と さ れ て い る 1 2 ） 。  
統 合 失 調 症 の 治 療 は 基 本 的 に 投 薬 治 療 が 中 心 に 行 わ れ 、 心 理 社 会
療 法 な ど の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が 組 み 合 わ さ れ る こ と が 一 般 的 で あ
る 。 投 薬 治 療 に 使 用 さ れ る 抗 精 神 病 薬 は 、 定 型 抗 精 神 病 薬 （ 第 1 世
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代 抗 精 神 病 薬 ： F G A s ） と 非 定 型 抗 精 神 病 薬 （ 第 2 世 代 抗 精 神 病 薬 ：
S G A s ） の 2 種 類 に 大 き く 分 け ら れ る 1 3 ） 。 平 成 2 7 年 9 月 に 日 本 精
神 神 経 薬 理 学 会 か ら 出 さ れ た「 統 合 失 調 症 の 薬 物 治 療 ガ イ ド ラ イ ン 」
で は 、 副 作 用 の 観 点 か ら 、 基 本 は 非 定 型 抗 精 神 病 薬 か ら の 使 用 を 推
奨 し て い る 。  
抗 精 神 病 薬 の 副 作 用 は 多 様 で あ り 、 ① ド パ ミ ン 抑 制 の た め の パ ー
キ ン ソ ン 病 様 の 症 状 と し て ア カ シ ジ ア 、 急 性 ジ ス ト ニ ア 、 遅 発 性 ジ
ス キ ネ ジ ア 等 の 錐 体 外 路 症 状 が 多 く み ら れ る 。 さ ら に 、 ② 同 じ く ド
パ ミ ン 抑 制 に よ る サ ブ ス タ ン ス P の 低 下 が 咳 嗽 反 射 や 嚥 下 反 射 の 低
下 を ひ き お こ す た め 、 誤 嚥 性 肺 炎 や の ど 詰 め 等 の リ ス ク も 高 く な る 。
③ 抗 コ リ ン 作 用 に よ る も の と し て は 、 消 化 管 の 活 動 や 分 泌 活 動 の 低
下 に よ っ て 、 口 渇 や 弛 緩 性 便 秘 ・ 排 尿 障 害 、 巨 大 結 腸 、 麻 痺 性 イ レ
ウ ス 、 バ ク テ リ ア ル ・ ト ラ ン ス ロ ケ ー シ ョ ン な ど を 引 き 起 こ す 。 ④
抗 ヒ ス タ ミ ン 作 用 に よ る 眠 気 や 食 欲 増 進 、 ⑤ 血 管 壁 に お け る α 1 受
容 体 の 遮 断 作 用 と 中 枢 遮 断 作 用 に よ る 起 立 性 低 血 圧 、 ⑥ Q T 延 長 が
引 き 起 こ す 心 室 細 動 や P R 延 長 の 房 室 ブ ロ ッ ク な ど の 不 整 脈 、 ⑦ 漏
斗 下 垂 体 系 ド パ ミ ン 受 容 体 遮 断 で 起 こ る 高 プ ロ ラ ク チ ン 血 症 、 ⑧ 静
脈 血 栓 塞 栓 症 、 ⑨ 悪 性 症 候 群 、 ⑩ 水 中 毒 な ど が あ げ ら れ る 1 4 ） 。  
統 合 失 調 症 の 治 療 は 、 患 者 の 社 会 参 加 に 目 標 が お か れ 、 服 薬 は そ
れ ら を 達 成 す る 上 で 欠 か せ な い 治 療 手 段 で あ り 、 服 薬 中 断 は 再 発 に
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結 び つ く た め リ カ バ リ ー の 阻 害 要 因 と な る 1 5 ） 。 す な わ ち 統 合 失 調
症 患 者 は 、長 期 に 渡 り 服 薬 を 必 要 と し 、常 に そ の 副 作 用 と 対 峙 す る 。
そ の た め に 、 家 族 や 医 療 ス タ ッ フ は 、 そ れ ら の 軽 減 と 服 薬 継 続 を サ
ポ ー ト す る こ と が 重 要 に な っ て く る 。  
 2 0 世 紀 末 に 上 市 さ れ た 非 定 型 抗 精 神 病 薬 は 、 錐 体 外 路 症 状 の 副 作
用 が 少 な く 、 統 合 失 調 症 の 主 症 状 及 び 認 知 機 能 の 改 善 な ど 幅 広 い 効
果 が み ら れ る た め 、 こ れ ら の 導 入 に よ り 、 外 来 治 療 へ の 移 行 が 促 進
さ れ 精 神 科 医 療 は 大 き く 転 換 し た 1 6 ）。 し か し 、 O l a n z a p i n e や
Q u e t i a p i n e を 代 表 と す る 非 定 型 抗 精 神 病 薬 の 投 与 は 、 副 作 用 と し て
体 重 増 加 1 7 ） や 耐 糖 能 異 常 、 脂 質 代 謝 異 常 1 8 ） メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド
ロ ー ム と い っ た 内 分 泌 ・ 代 謝 系 の 異 常 を 惹 起 す る た め 、 心 血 管 系 イ
ベ ン ト の 原 因 に も な り 重 要 な 問 題 に な っ て い る 1 9 ）。  
ま た 、 統 合 失 調 症 患 者 で は 強 い 抗 コ リ ン 作 用 を 持 つ 薬 剤 が 処 方 さ
れ る 場 合 が 多 い が 、 そ の 副 作 用 と し て 慢 性 的 な 便 秘 に な り や す く 、
服 薬 期 間 が 長 期 に 及 ぶ と 麻 痺 性 イ レ ウ ス な ど の 合 併 症 を 起 こ す 可 能
性 が あ る 2 0 , 2 1 ) 。 五 十 嵐 ら は 、 抗 精 神 病 薬 の ク ロ ル プ ロ マ ジ ン 換 算
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2 2 ) （ 以 下 C P 換 算 と す る ） が 1 日 に 1 , 0 0 0 m g を 超 え る と 便 秘 を 起 こ
し や す く 、 1 , 5 0 0 m g を 超 え る と イ レ ウ ス を 起 こ し や す い と 報 告 し て
い る 2 3 , 2 4 ) 。  
慢 性 的 な 便 秘 で は 、 腸 内 容 物 の 腐 敗 な ど が 進 行 し て イ ン ド ー ル や
ア ン モ ニ ア 等 の 有 害 物 質 が 生 成 さ れ 、下 腹 部 不 快 感 、膨 満 感 、腹 痛 、
悪 心 、嘔 吐 な ど の 様 々 な 消 化 器 症 状 が 生 じ る た め 、患 者 の Q O L の 低
下 を 招 く 。 ま た 、 大 腸 刺 激 性 下 剤 の 長 期 連 用 は 大 腸 黒 皮 症 （ メ ラ ノ
ー シ ス ） 、 巨 大 結 腸 な ど 有 害 な 合 併 症 を 起 こ す 危 険 性 が あ る こ と が
指 摘 さ れ て い る 2 5 ) 。  
統 合 失 調 症 患 者 の 便 秘 で は 抗 コ リ ン 作 用 の あ る 薬 剤 を 少 な く す る
こ と が 第 一 で あ る 。 し か し 、 抗 精 神 病 薬 の 影 響 で 慢 性 的 な 便 秘 に な
り 、 イ レ ウ ス 防 止 の た め に 下 剤 服 用 が 必 要 と な り 習 慣 化 す る こ と が
多 く み ら れ る 。 助 川 ら は 、 精 神 科 入 院 患 者 に お け る 下 剤 の 大 量 投 与
の 原 因 に つ い て 、 年 齢 の 高 齢 化 、 抗 精 神 病 薬 の 大 量 投 与 、 隔 離 で あ
る と 述 べ て い る 2 6 )  。  
下 剤 の 継 続 使 用 は 、 薬 物 へ の 耐 性 が で き て 効 果 が 低 下 す る 傾 向 に
あ り 2 7 ) 、便 秘 の 改 善 を 見 な い ど こ ろ か 、水 様 便 や 泥 状 便 が １ 日 に 数
回 排 便 す る な ど 悪 化 固 定 さ せ る こ と も 多 い 2 8 ) 。し た が っ て 精 神 科 で
は 、 イ レ ウ ス 予 防 の た め の 適 切 な 排 便 回 数 の 維 持 も 重 要 で あ る が 、
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便 性 状 の コ ン ト ロ ー ル が 最 重 要 で あ る と い え る 。   
ラ ク ト ス ク ロ ー ス（ ４
  G
- β - G a l a c t o s y l s u c r o s e ）（以 下 L S と す る ）は 、
乳 糖 と シ ョ 糖 共 存 下 に β - フ ラ ク ト フ ラ ノ シ タ ー ゼ の 作 用 に よ っ て
得 ら れ る 、 ガ ラ ク ト ー ス ・ グ ル コ ー ス ・ フ ラ ク ト ー ス か ら な る 三 糖
類 の 難 消 化 性 オ リ ゴ 糖 で あ る 。L S は ヒ ト 消 化 酵 素 に よ っ て 一 部 が 水
解 さ れ る が 、 加 水 分 解 を 免 れ た も の が 腸 内 で ビ フ ィ ズ ス 菌 に 選 択 的
に 利 用 さ れ 、 腸 内 環 境 を 改 善 す る こ と が 知 ら れ て い る 2 9 . 3 0 ) 。 し か
し 、 抗 精 神 病 薬 投 与 患 者 に お け る Ｌ Ｓ の 有 用 性 に つ い て は 明 ら か で
は な い 。 そ こ で 、 抗 精 神 病 薬 や 抗 パ ー キ ン ソ ン 病 薬 を 服 用 中 の 入 院
患 者 を 対 象 と し て 、 排 便 回 数 及 び 便 性 状 の 改 善 に 有 用 で あ る こ と を
検 討 し た 。  
Ⅲ ． 在 宅 統 合 失 調 症 患 者 に お け る 課 題  
統 合 失 調 症 の 入 院 患 者 の 肥 満 出 現 率 は 、 閉 鎖 病 棟 よ り 開 放 病 棟 が
有 意 に 高 く 3 1 ）、さ ら に 入 院 患 者 よ り 外 来 患 者 の 方 が 有 意 に 高 い 3 2 ）。
い ず れ も 、 抗 精 神 病 薬 服 用 量 （ C P 換 算 ） 、 罹 病 期 間 、 入 院 期 間 に は
差 は な か っ た こ と か ら 、 療 養 環 境 や 生 活 環 境 、 食 習 慣 が 肥 満 に 影 響
す る こ と が 示 さ れ た 3 1 . 3 2 ） 。 森 山 ら は 退 院 後 の 7 1 ％ の 統 合 失 調 症 患
者 に 体 重 増 加 を 認 め た と 報 告 し て お り 3 3 ） 抗 精 神 病 薬 投 与 に 伴 う 体
重 増 加 は 、 服 薬 の コ ン プ ラ イ ア ン ス 低 下 に も つ な が る た め 3 4 ） 、 肥
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満 を 合 併 す る 統 合 失 調 症 外 来 患 者 に 対 す る 有 用 な 体 重 是 正 法 を 目 的
と し た 有 効 な 栄 養 サ ポ ー ト チ ー ム の 構 築 が 喫 緊 の 課 題 で あ る 。  
統 合 失 調 症 患 者 の 代 謝 リ ス ク に 関 与 す る 社 会 的 因 子 と し て は 、 ①
清 涼 飲 料 水 や ス ナ ッ ク 菓 子 、 フ ァ ー ス ト フ ー ド な ど 、 高 カ ロ リ ー ・
高 脂 質 の も の を 好 み 食 物 繊 維 の 少 な い 食 生 活 3 2 , 3 5 , 3 6 ） 、 ② 陰 性 症 状
な ど の 病 態 か ら 意 欲 に 欠 け 運 動 不 足 3 6 ） 、 ③ 喫 煙 も 一 般 人 に 比 べ 高
い 3 5 , 3 6 ） 、 ④ 認 知 障 害 に 基 づ き セ ル フ ケ ア が 不 十 分 3 7 ） 、 ⑤ 経 済 的 困
難 3 8 ） な ど が あ げ ら れ る 。 さ ら に 、 非 定 型 抗 精 神 病 薬 の 副 作 用 に よ
り そ の リ ス ク は さ ら に 増 大 す る 3 9 ） 。 す な わ ち 、 統 合 失 調 症 患 者 に
お け る 身 体 合 併 症 は 、 生 活 習 慣 だ け で は な く 、 治 療 （ 薬 剤 ） に 関 す
る も の 、 本 疾 患 に 関 す る も の 、 社 会 的 因 子 な ど が 複 雑 に 絡 み 合 っ て
発 症 し 、 さ ら に は ス テ ィ グ マ の 克 服 な ど 、 本 来 の 疾 病 の 治 療 に 加 え
て 課 題 は 多 い 。 し か し 、 精 神 科 医 師 は 、 身 体 合 併 症 の リ ス ク は 感 じ
て い る も の の 、 モ ニ タ リ ン グ な ど の 医 学 的 経 過 観 察 は 十 分 に 行 な わ
れ て い な い の が 現 状 で あ る 4 0 ) 。  
当 院 で は 、 2 0 0 0 年 に 精 神 障 が い 者 競 技 ス ポ ー ツ 活 動 と し て バ レ ー
ボ ー ル が ス タ ー ト し た 。 ス ポ ー ツ ク ラ ブ に 参 加 し 競 技 ス ポ ー ツ を 行
っ て い る 患 者 は 、 服 薬 管 理 や 身 体 管 理 な ど の 自 己 管 理 を 行 う 必 要 が
あ る た め 、 進 ん で 栄 養 指 導 を 受 け る な ど 、 非 運 動 群 に 比 し て Q O L の
得 点 も 自 尊 感 情 尺 度 も 高 い こ と が 示 さ れ た 4 1 ) 。 競 技 ス ポ ー ツ を 通 し
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て 一 定 の 社 会 参 加 を 果 た し て い る 患 者 5 6 人 へ の ア ン ケ ー ト を 実 施 し
た と こ ろ 、 抗 精 神 病 薬 の 副 作 用 を 感 じ て い る も の は 3 1 人 （ 5 5 . 4 ％ ）
存 在 し た 。 中 で も 生 活 の し づ ら さ な ど の 訴 え が 多 か っ た の は 「 体 重
増 加 」 「 口 渇 や 便 秘 の 自 律 神 経 障 害 」 が 4 2 . 9 ％ 、 「 パ ー キ ン ソ ン 症
状 」 が 3 5 . 7 ％ で あ っ た 。 精 神 科 に お い て も 在 宅 医 療 が 進 め ら れ て い
る 中 で 、 在 宅 統 合 失 調 症 患 者 の 有 す る 課 題 と し て は 、 「 体 重 増 加 」
「 便 秘 」 が 、 患 者 の ニ ー ズ に 添 っ た 課 題 と い え る 。 そ こ で 、 管 理 栄
養 士 が 精 神 科 医 療 の 一 員 と し て 、 栄 養 サ ポ ー ト チ ー ム （ N u t r i t i o n  
S u p p o r t  T e a m : 以 下 N S T ） の 中 で 栄 養 に 関 す る 支 援 を 行 い 貢 献 す る た













Ⅳ ． 研 究 目 的  
研 究 1  
肥 満 を 合 併 す る 統 合 失 調 症 外 来 患 者 を 対 象 と し て 、 チ ー ム に よ る
「 心 と 身 体 の 健 康 栄 養 手 帳 」 を 用 い た 行 動 科 学 的 介 入 が 肥 満 の 是 正
に 有 用 で あ る か を 検 討 し た 。  
 
研 究 ２  
 統 合 失 調 症 治 療 薬 の 副 作 用 で あ る 慢 性 便 秘 に 対 す る ラ ク ト ス ク ロ
ー ス （ L S ） の 有 用 性 に つ い て 明 ら か に す る 目 的 で 、 統 合 失 調 症 入 院
患 者 を 対 象 と し て 、L S が 排 便 回 数 や 便 性 状 改 善 に 有 用 で あ る か を 検












第 1 章  
研 究 １ ： 統 合 失 調 症 外 来 患 者 の 体 重 管 理 の た め の 行 動 科 学 に 基 づ い
た 栄 養 サ ポ ー ト 介 入 の 有 効 性 4 2 ）  
E f f i c a c y  o f  t h e  n u t r i t i o n  s u p p o r t  t e a m  i n t e r v e n t i o n  b a s e d  o n  
b e h a v i o r a l  s c i e n c e  f o r  t h e  w e i g h t  m a n a g e m e n t  o f  o u t p a t i e n t s  w i t h  
s c h i z o p h r e n i a  
 
Ⅰ ． 対 象 及 び 方 法  
１ ． 対 象  
対 象 者 は 、 2 0 1 2 年 3 月 か ら 2 0 1 5 年 2 月 の 期 間 中 、 外 来 通 院 治 療
中 の 統 合 失 調 症 患 者 で 、 ① B M I  2 5  k g / ㎡ 以 上 、 ② デ イ ケ ア に 通 所 し
て い な い 、 ③ N S T の 介 入 に 同 意 し プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 者 6 4 人 の
う ち 、 入 院 等 で 脱 落 し た 5 人 を 除 外 し た 5 9 人 （ 男 性 3 2 人  女 性 2 7
人 ） で あ っ た 。 平 均 年 齢 、 4 6 . 7 ± 9 . 2 歳 で 、 非 定 型 抗 精 神 病 薬 の 処 方
は R i s p e r i d o n e （ P a l i p e r i d o n e 含 む ） が 3 0 人 、 O l a n z a p i n e が 1 9 人 、
A r i p i p r a z o l e が 8 人 、 Q u e t i a p i n e が 2 人 、 B l o n a n s e r i n が 3 人 、 定 型
抗 精 神 病 薬 が 2 人 で あ っ た （ た だ し 、 処 方 薬 は 重 複 処 方 を 含 む ） （




２ ． 方 法  
（ １ ） 研 究 期 間 ： 2 0 1 2 年 3 月 ～ 2 0 1 5 年 2 月  
（ ２ ） 介 入 方 法 ： 該 当 の 患 者 に 対 し て 、 「 心 と 身 体 の 健 康 栄 養 手 帳
」 を 使 用 し 以 下 の 項 目 で １ 年 介 入 を 行 っ た 。  
「 心 と 身 体 の 健 康 栄 養 手 帳 」 （ 以 下 手 帳 ） は 患 者 の セ ル フ モ ニ タ
リ ン グ と 医 療 ス タ ッ フ の 連 携 を 図 る 目 的 で 作 成 し た も の で 、 長 期
目 標 、 短 期 目 標 、 食 事 記 録 、 臨 床 デ ー タ 、 評 価 と 計 画 、 体 重 記 録
等 が 記 載 で き る よ う に な っ て お り 、 食 事 摂 取 量 を 減 ら す ポ イ ン ト
な ど も 記 載 さ れ て い る の が 特 徴 で あ る （ 図 1 ） 。  
①  食 生 活 調 査  
   生 活 環 境 や 食 生 活 に つ い て 聞 き 取 り に よ っ て「 食 事 の 時 間 や 回
数 と 量 」 と 「 揚 げ 物 」 、 「 イ ン ス タ ン ト 食 品 」 、 「 フ ァ ー ス ト
フ ー ド 」 、 「 テ イ ク ア ウ ト 」 、 「 外 食 」 、 「 菓 子 パ ン 」 、 「 夜
食 」 、 「 菓 子 」 、 「 0 カ ロ リ ー 以 外 の 飲 料 」 の 摂 取 頻 度 を 調 査
し た 。 頻 度 は 、 ① 無 い 、 ② 1 か 月 に 1 ～ 2 回 、 ③ 1 週 間 に 1 回 、
④ 3 日 に 1 回 、 ⑤ 毎 日 、 の 5 段 階 で 記 載 し た 。  
な お 菓 子 パ ン は 、 本 来 「 菓 子 類 」 に 分 類 さ れ る も の で あ る が 、
本 調 査 の 予 備 調 査 に て 菓 子 パ ン の 頻 度 が 非 常 に 高 か っ た た め 別
項 目 と し た 。  
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②  患 者 の 主 観 的 健 康 観 の 確 認 、 減 量 へ の 準 備 性 と 自 己 効 力 感 の 把
握  
a .  準 備 性 の ス テ ー ジ  
   P r o c h a s k a ら の 行 動 変 容 ス テ ー ジ 4 3 ） よ り 、「 実 行 す る 気 は な
い 」 、 「 必 要 と は 思 っ て い る 」 、 「 実 行 し よ う と 決 心 し た 」
、 「 実 行 し 始 め た 」 、 「 実 行 し て 半 年 以 上 た つ 」 の 5 段 階 で
評 価 し た 。  
b .  自 己 効 力 感  
  患 者 が 健 康 行 動 へ の 実 施 に ど れ く ら い 自 信 が あ る か を「 全 く
自 信 が な い 」 、 「 や や 自 信 が あ る 」 、 「 で き そ う と 思 う 」 、
「 で き る 自 信 が あ る 」 、 「 継 続 す る 自 信 が あ る 」 の 5 段 階 で
評 価 し た 4 4 ） 。 （ 表 2 ）  
準 備 性 と 自 己 効 力 感 の 評 価 は 、 基 本 的 に は 患 者 の 自 己 評 価 を 尊
重 し た 。 た だ し 、 チ ー ム カ ン フ ァ レ ン ス 時 に 、 患 者 の 精 神 状 態
な ど を 話 し 合 い 、 考 慮 を 重 ね た 後 、 再 評 価 し 再 分 類 を 行 っ た 。  
 （ ３ ） 介 入 手 順     
 チ ー ム に よ る 栄 養 サ ポ ー ト は 以 下 の 手 順 で 行 っ た 。  
① 管 理 栄 養 士 は 、 初 回 栄 養 指 導 時 に 患 者 に 手 帳 を 配 付 し 、 生 活
習 慣 や 食 習 慣 を 把 握 す る た め に 、健 康 チ ェ ッ ク シ ー ト の 記 入
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（ 聞 き 取 り も し く は セ ル フ レ コ ー ド ） を し 、 食 習 慣 の 問 題 点
を 把 握 し た 。  
② 管 理 栄 養 士 は 、 患 者 と 共 に 長 期 目 標 （ 例 え ば 1 年 後 に 体 重 を
1 0 k g 減 量 す る な ど ） を 決 め る 。 次 に 長 期 目 標 達 成 の た め の
短 期 目 標（ 例 え ば 3 か 月 後 に は 体 重 2 k g の 減 量 が で き て い る
等 ） を た て 、 目 標 達 成 の た め の 行 動 計 画 （ 例 え ば 菓 子 パ ン を
食 パ ン に す る 、 1 日 3 0 分 歩 く な ど ） を 定 め た 。 行 動 計 画 作
成 に あ た っ て は 、 患 者 が 自 身 の 生 活 を 振 り 返 り 、 改 善 す べ き
と こ ろ を 認 知 し 、健 康 行 動 の 変 容 に 繋 げ る こ と を 認 識 す る と
い う 点 に 重 点 を 置 い た 。 な お 、 手 帳 は 患 者 自 身 が 所 持 し 、 管
理 栄 養 士 は 複 写 を 記 録 と し て 残 し た 。  
③ 患 者 は 、 次 回 栄 養 指 導 ま で に 健 康 行 動 を 開 始 し 、 手 帳 に 食 事
内 容 、体 重 や 気 づ き な ど の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 結 果 を 記 入 し
た 。  
④ 患 者 は 、 手 帳 を 外 来 受 診 時 の 度 に 持 参 し 、 医 師 の 診 察 前 に 、
外 来 看 護 師 と 共 に 、 体 重 、 血 圧 、 腹 囲 な ど を 計 り な が ら 達 成
度 の 状 態 を 把 握 し た 。 加 え て 、 外 来 看 護 師 は 食 事 内 容 な ど の
聞 き 取 り も 行 い 、行 動 計 画 に 沿 っ て 行 動 変 容 が 成 功 し て い れ
ば 称 賛 し 、 達 成 し て な け れ ば 、 患 者 自 身 と 話 し 合 い 、 短 期 目
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標 の 変 更 や 行 動 計 画 の 変 更 を 行 っ た 。 ま た 、 診 察 時 に は 医 師
か ら の 達 成 度 の 確 認 も 行 っ た 。 食 生 活 改 善 の 具 体 的 な 指 導 に
つ い て は 、 栄 養 指 導 に て 管 理 栄 養 士 が 行 っ た 。 す な わ ち 、 動
機 づ け 支 援 と し て 、 対 象 者 が 自 ら 生 活 習 慣 を 振 り 返 り 、 減 量
に 向 か っ て 継 続 的 に 実 践 で き る よ う な 具 体 的 な 行 動 目 標 を
立 て 、 患 者 は 体 重 、 歩 数 、 気 分 、 間 食 の 摂 取 状 況 な ど を 手 帳
に 記 入 す る こ と で 、患 者 の 行 動 目 標 や 課 題 等 の 情 報 を 共 有 で
き る シ ス テ ム と し た 。  
基 本 的 に は 、 該 当 の 患 者 に 対 し て の 栄 養 指 導 は 管 理 栄 養 士
が 行 っ た が 、 診 察 の 度 に 、 同 様 の 指 導 方 針 で の 介 入 を 外 来 の
多 職 種 チ ー ム （ 医 師 5 人 、 看 護 師 5 人 、 精 神 保 健 福 祉 士 2 人
、 管 理 栄 養 士 3 人 で い ず れ も 経 験 年 数 は 5 年 以 上 ） が 行 え る
よ う に 、 手 帳 を 活 用 し た 。 ま た 、 チ ー ム 内 の 情 報 共 有 と 連 携
に つ い て は 、 チ ー ム カ ン フ ァ レ ン ス を 1 回 / 月 実 施 し た （ 図 2
） 。                                                                                                                                  
（ ４ ） 調 査 項 目    
   年 齢 、 性 別 、 病 名 、 服 用 薬 剤 な ど の 患 者 情 報 は 診 療 録 か ら 取
得 し た 。 介 入 時 よ り 定 期 的 に 体 重 、 B M I 、 腹 囲 、 血 圧 を 測 定 し
、血 液 指 標 と し て 中 性 脂 肪 値 、n o n - H D L コ レ ス テ ロ ー ル 値 、H D L
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コ レ ス テ ロ ー ル 値 、 血 糖 値 を 測 定 し た 。 ま た 、 食 習 慣 や 食 事 内
容 な ど の 生 活 習 慣 は 質 問 票 や 聞 き 取 り に て 調 査 し た 。  
（ ５ ） 倫 理 的 配 慮  
対 象 と な る 被 験 者 本 人 に 、 本 研 究 の 目 的 ・ 内 容 に つ い て 十 分
説 明 し た 上 で 、 口 頭 に て 同 意 を 得 た 。 ま た 、 本 研 究 は 厚 生 労 働
省 「 人 を 対 象 と す る 医 学 系 研 究 に 関 す る 倫 理 指 針 」 を 遵 守 し 、
大 阪 精 神 医 学 研 究 所 の 倫 理 委 員 会 に て 承 認 後 実 施 し た 。  
（ ６ ） 統 計 解 析  
統 計 解 析 は 、 対 応 の あ る ｔ 検 定 、 ウ イ ル コ ク ソ ン 検 定 、 相 関
分 析 、 重 回 帰 分 析 を 使 用 し た 。  
 
Ⅱ ． 結 果  
１ ． 手 帳 の 活 用 状 況 と 体 重 変 化  
終 了 時 点 ま で 手 帳 を 持 参 し た 患 者 は 4 0 人 （ 6 7 . 8 ％ ） で 、 そ の う ち
「 毎 回 持 参 」 し た 患 者 は 2 4 人 （ 4 0 . 7 ％ ） で 、 平 均 B M I が 3 . 2 k g / m  2 有
意 に 減 少 し た 。「 時 々 持 参 」 し た 患 者 は 1 6 人 （ 2 7 . 1 ％ ） で 、 1 . 7 k g / m  2 の
有 意 な B M I の 減 少 が み ら れ た 。「 途 中 ま で 持 参 」 し た 患 者 1 3 人
（ 2 2 . 0 ％ ） と 「 ほ と ん ど 持 参 し な か っ た 」 患 者 6 人 （ 1 0 . 2 ％ ） で は
有 意 な B M I の 変 化 は 見 ら れ な か っ た （ 図 3 ）。  
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2 ． 栄 養 サ ポ ー ト 介 入 前 後 に お け る 臨 床 指 標 の 比 較  
介 入 1 年 後 、 全 体 で は 体 重 、 B M I 、 腹 囲 、 収 縮 期 血 圧 、 拡 張 期 血
圧 、 血 清 脂 質 、 空 腹 時 血 糖 、 n o n - H D L コ レ ス テ ロ ー ル の 値 は そ れ ぞ
れ 有 意 に 低 下 し た 。 食 事 記 録 よ り 計 算 し た 摂 取 エ ネ ル ギ ー も 有 意 に
減 少 し 、 P C F 比 も 改 善 が 認 め ら れ た 。 行 動 科 学 的 解 析 で は 、 準 備 性
の ス テ ー ジ の 評 価 得 点 が 介 入 後 有 意 に 改 善 し 、 自 己 効 力 感 も 有 意 に
改 善 が 認 め ら れ た （ 表 3 ） 。  
 
3 ． 栄 養 サ ポ ー ト 介 入 後 の B M I の 変 化 の 違 い に よ る 2 群 間 比 較  
チ ー ム に よ る 栄 養 サ ポ ー ト 介 入 1 年 後 の B M I の 変 化 を 、B M I 減 少
群 （ 3 ％ 以 上 減 少 ） と 非 減 少 群 （ 3 ％ 未 満 の 減 少 、 変 化 な し 、 増 加 ）
の 2 群 に 分 け て 分 析 し た 。 B M I 減 少 群 は 4 3 人 （ 7 2 . 9 ％ ） 、 非 減 少 群
は 1 6 人 （ 2 7 . 1 ％ ） で 、 介 入 前 の 両 群 間 の 属 性 に は 有 意 な 差 は な か っ
た 。 介 入 期 間 中 の チ ー ム に よ る 指 導 回 数 は 、 減 少 群 に 比 し 非 減 少 群
は 有 意 に 少 な か っ た 。 一 方 、 食 欲 増 進 ・ 体 重 増 加 の 副 作 用 が あ る と
い わ れ る O l a n z a p i n e ・ Q u e t i a p i n e 服 用 者 の 割 合 は 、 両 群 間 に 有 意 差
は 認 め ら れ な か っ た （ 表 4 ） 。  
B M I 減 少 群 に お い て 、 B M I 、 腹 囲 、 血 清 脂 質 、 血 糖 値 な ど の 臨 床
デ ー タ は 改 善 し た が 、 非 減 少 群 に お い て は 、 B M I は 有 意 に 増 加 し 、
1 ）  
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中 性 脂 肪 値 に お い て は 改 善 傾 向 が み ら れ た も の の （ P ＝ 0 . 0 7 ） 、 そ の
他 の 項 目 に お い て は い ず れ も 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た （ 表 4 ） 。 
 
４ ． 栄 養 サ ポ ー ト 介 入 に よ る 食 行 動 変 化 の 2 群 間 比 較  
次 に 、 介 入 後 の 具 体 的 な 食 行 動 の 変 化 の 違 い を 、 2 群 間 で 比 較 し
た 。 B M I 減 少 群 で は 、 介 入 後 、 揚 げ 物 、 イ ン ス タ ン ト ラ ー メ ン 、 フ
ァ ー ス ト フ ー ド 、 テ イ ク ア ウ ト 食 品 、 外 食 、 菓 子 パ ン 、 夜 食 、 菓 子
、 飲 料 の 全 て の 項 目 で 有 意 な 改 善 が 見 ら れ た 。 こ れ に 対 し て 、 非 減
少 群 で は 、 揚 げ 物 、 イ ン ス タ ン ト ラ ー メ ン 、 フ ァ ー ス ト フ ー ド 、 テ
イ ク ア ウ ト 食 品 、 外 食 に お い て 有 意 な 変 化 は 見 ら れ ず 、 菓 子 パ ン 、
夜 食 、 菓 子 、 飲 料 で は 、 逆 に 有 意 な 増 加 が 認 め ら れ た （ 図 4 ） 。  
 
５ ．栄 養 サ ポ ー ト 介 入 に よ る 行 動 科 学 的 指 標 の 変 化 と B M I 変 化 量 と
の 関 係  
介 入 後 の 、 準 備 性 の ス テ ー ジ と 自 己 効 力 感 の 変 化 に つ い て 、 B M I
減 少 群 と B M I 非 減 少 群 の 2 群 間 で 比 較 し た 。準 備 性 の ス テ ー ジ の 評
価 値 は 、 介 入 前 の 1 . 9 ± 0 . 5 か ら 半 年 後 に は 2 . 3 ± 0 . 6 と 有 意 に 上 昇 し 、
1 年 後 に は 2 . 7 ± 1 . 1 と さ ら に 上 昇 し た 。 自 己 効 力 感 も 1 . 9 ± 0 . 7 か ら 、
半 年 後 に は 2 . 1 ± 0 . 7 、 1 年 後 に は 2 . 5 ± 1 . 0 と 有 意 に 上 昇 が 見 ら れ た 。
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こ れ に 対 し 、B M I 非 減 少 群 で は 、介 入 前 が 1 . 9 ± 0 . 6 、半 年 後 は 2 . 2 ± 0 . 7
と B M I 減 少 群 と 同 様 に 上 昇 傾 向 （ P = 0 . 0 5 5 ） を 示 し た が 、 1 年 後 に は
1 . 8 ± 0 . 9 と 半 年 前 に 比 し 有 意 に 低 下 し た 。 自 己 効 力 感 は 、 介 入 前 が
1 . 8 ± 0 . 8 と 低 く 、 半 年 後 も 1 . 8 ± 0 . 8 と 有 意 な 上 昇 が 見 ら れ ず 、 1 年 後
に は 逆 に １ . 5 ± 0 . 5 と 低 下 傾 向 （ P = 0 . 0 5 5 ） を 示 し た （ 図 5 ） 。  
ま た 、 介 入 後 の B M I の 変 化 量 の 関 連 因 子 を 明 ら か に す る 目 的 で 、
臨 床 指 標 と の 相 関 関 係 を 調 査 し た と こ ろ 、 B M I の 変 化 と 準 備 性 の ス
テ ー ジ 、 自 己 効 力 感 の 評 価 得 点 の 変 化 、 チ ー ム で の サ ポ ー ト 回 数 に
、 そ れ ぞ れ 有 意 な 負 の 相 関 関 係 が み ら れ た （ 表 5 ） 。 こ れ に 対 し 、
年 齢 や 性 差 、 抗 精 神 病 薬 の M A R T A の 服 用 割 合 で は 相 関 関 係 は み ら
れ な か っ た 。  
次 に 、 B M I の 減 少 率 を 規 定 す る 因 子 を 明 ら か に す る 目 的 で 重 回 帰
分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 チ ー ム に よ る サ ポ ー ト 回 数 と 共 に 、 自 己
効 力 感 の 評 価 値 が 独 立 し た 規 定 因 子 と し て 抽 出 さ れ た （ 表 6 ） 。  
 
Ⅲ． 考 察  
本 研 究 で は 、 日 本 人 の 肥 満 を 合 併 す る 統 合 失 調 症 外 来 患 者 を 対 象
と し て 、 1 年 間 の 手 帳 を 用 い た 行 動 科 学 的 介 入 が B M I を 有 意 に 減 少
さ せ る こ と 、 さ ら に 、 多 変 量 解 析 か ら 、 B M I 減 少 量 を 規 定 す る 独 立
因 子 と し て 、 サ ポ ー ト 回 数 と と も に 自 己 効 力 感 の 評 価 点 が 関 連 す る
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こ と が 示 さ れ た 。  
減 量 に い っ た ん 成 功 し た 肥 満 者 の う ち 約 8 0 ％ に 1 年 以 内 に 体 重 が
再 増 加 す る 、 い わ ゆ る リ バ ウ ン ド を 認 め る が 4 5 ）、 最 近 、「 自 己 効 力
感 」が 減 量 効 果 の 維 持 に 関 わ る 重 要 な 因 子 と し て 注 目 さ れ て い る 4 6 ）。
す な わ ち 、「 自 己 効 力 感 」 が 肥 満 者 に 対 す る 介 入 時 の B M I 減 少 の 予
測 因 子 と な る 可 能 性 が あ る こ と 4 7 ） や 、 減 量 効 果 の 維 持 に は 、「 自 己
効 力 感 」 を 高 く 保 つ こ と が 重 要 で あ る こ と 4 8 ） が 示 さ れ て い る 。 ま
た 、「 自 己 効 力 感 」 の 改 善 は 、 果 物 や 野 菜 の 摂 取 量 の 増 加 な ど 食 行 動
の 改 善 に 関 連 す る こ と が 報 告 さ れ て い る 4 9 ）。本 研 究 に お い て も 、「自
己 効 力 感 」 の 評 価 値 が 上 昇 し た B M I 減 少 群 で は 、 食 行 動 の 有 意 な 改
善 が 認 め ら れ た 。 こ れ に 対 し て 、「 自 己 効 力 感 」 の 評 価 値 が 低 下 し た
B M I 非 減 少 群 で は 、食 行 動 の 改 善 が 認 め ら れ ず 、む し ろ 、菓 子 パ ン 、
夜 食 、 菓 子 、 飲 料 の 摂 取 量 の 有 意 な 増 加 が 認 め ら れ た 。 こ れ ら の 結
果 か ら 、 統 合 失 調 症 外 来 肥 満 患 者 に お い て も 「 自 己 効 力 感 」 と 食 行
動 の 関 連 が 示 唆 さ れ た 。  
成 澤 ら は 、 精 神 疾 患 を 合 併 し た 病 的 肥 満 患 者 に 対 し 、 認 知 行 動 療
法 に よ る 2 年 間 の 介 入 で 9 0 k g か ら 1 5 ～ 2 0 k g 減 量 し た 2 症 例 を 報 告
し て い る 5 0 ) 。 中 島 は 、 B M I  3 1  k g / ㎡ の 外 来 患 者 1 名 に グ ラ フ 化 体 重
日 記 を 導 入 し 、8 か 月 で 5 k g の 体 重 減 少 を 報 告 し 5 1 ) 、植 木 ら は 、B M I  
3 3 . 1  k g / ㎡ の 外 来 患 者 に 対 し 、 カ ウ ン セ リ ン グ 的 栄 養 指 導 を 2 年 半
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で 1 8 回 行 い 3 0 k g の 減 量 を 報 告 し て い る 5 2 ) 。い ず れ も 対 象 人 数 は 少
な い が 行 動 科 学 的 手 法 を 用 い る こ と で 減 量 に 成 功 し て い る 。 我 々 は
、 手 帳 を 利 用 し て 行 動 科 学 的 手 法 を 用 い 、 B M I  2 5  k g / ㎡ 以 上 の 外 来
肥 満 統 合 失 調 症 患 者 全 員 を 対 象 と し 、 ス タ ッ フ を 増 員 す る こ と な く
有 意 な 減 量 効 果 に 成 功 し た 。 約 7 割 の 患 者 が 手 帳 を 活 用 で き 、 中 で
も 毎 回 持 参 で き た 患 者 が よ り B M I を 減 少 で き た こ と は 、セ ル フ モ ニ
タ リ ン グ の 継 続 と 成 功 体 験 は 「 自 己 効 力 感 」 の 向 上 と 関 連 が あ る と
示 唆 さ れ る 。 P e n d l e b u r y ら 5 3 ) は 、 体 重 管 理 ク リ ニ ッ ク 通 院 の 精 神 疾
患 患 者 9 3 症 例 の 約 半 数 が 4 年 で 有 意 な 体 重 減 少 を 認 め 、関 連 し た 因
子 は セ ッ シ ョ ン 参 加 回 数 で あ る と 述 べ て い る 。今 回 の 研 究 で も 、B M I
非 減 少 群 に 比 べ 減 少 群 は 有 意 に チ ー ム で の サ ポ ー ト 回 数 が 多 か っ た
こ と か ら 、 サ ポ ー ト 回 数 は 「 自 己 効 力 感 」 に 影 響 し て い る こ と が 伺 え
た 。  
一 般 に 、 統 合 失 調 症 患 者 は 、 モ チ ベ ー シ ョ ン が 低 く 新 し い 行 動 を
受 け 入 れ に く い た め 5 4 ）、「 自 己 効 力 感 」 が 改 善 し に く い こ と 5 5 ） が
知 ら れ て い る 。 本 研 究 に お い て も 、 B M I 非 減 少 群 で は 、「 自 己 効 力
感 」 評 価 値 が 介 入 半 年 後 有 意 な 上 昇 が 認 め ら れ ず 、 1 年 後 は 介 入 前
よ り 低 下 が 認 め ら れ た 。 N a s t a s k i n ら 5 6 ） は 、 大 学 生 を 対 象 と し た 研
究 か ら 、「 自 己 効 力 感 」の 評 価 値 と ス ト レ ス レ ベ ル が 関 連 す る こ と を
報 告 し た 。 こ の こ と か ら B M I 非 減 少 群 で は 、 介 入 に よ る ス ト レ ス が
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増 加 し 、「 自 己 効 力 感 」の 評 価 値 の 低 下 や 食 行 動 の 悪 化 が 引 き 起 こ さ
れ た 可 能 性 が 推 察 さ れ る 。 し か し 、 今 回 は ス ト レ ス 指 標 を 評 価 し て
い な い た め 、 今 後 こ の 点 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。  
統 合 失 調 症 は 肥 満 を 合 併 し や す い が 、 そ の 原 因 と し て 、 疾 病 に 関
連 し た 行 動 変 化 に よ る 活 動 量 の 低 下 、 高 カ ロ リ ー ・ 高 脂 肪 ・ 低 繊 維
食 品 の 摂 取 増 加 、治 療 薬 の 副 作 用 な ど が 考 え ら れ て い る 5 7 , 5 8 ）。そ の
結 果 、 糖 尿 病 や 心 血 管 疾 患 な ど の 生 活 習 慣 病 の 発 症 リ ス ク が 高 く 、
一 般 人 に 比 し 著 し く 寿 命 が 短 い 5 9 ）。 ま た 、 肥 満 の 合 併 は 、 Q O L の
低 下 や 投 与 薬 剤 の 拒 否 に つ な が る 可 能 性 が あ る 6 0 ）。本 研 究 で は 介 入
に よ っ て B M I の 低 下 だ け で な く 、 血 清 脂 質 値 、 血 圧 、 血 糖 値 の 改 善
を 認 め た 。 K u o ら 6 1 ） は 肥 満 を 合 併 す る 統 合 失 調 症 患 者 を 対 象 と し
た 研 究 か ら 、 ラ イ フ ス タ イ ル の 改 善 に よ る 体 重 の 低 下 は B D N F
（ b r a i n - d e r i v e d - n e u r o t r o p h i c  f a c t o r ： 脳 由 来 神 経 栄 養 因 子 ） の 血 中
濃 度 を 著 明 に 増 加 さ せ る こ と を 報 告 し て い る 。 B D N F は 、 レ プ チ ン
や メ ラ ノ コ ル チ ン を 介 し て 、 食 欲 の 制 御 や エ ネ ル ギ ー 代 謝 制 御 の 関
わ る 可 能 性 が あ る 6 2 ）。 ま た 、 B D N F 低 下 と 精 神 疾 患 の 発 症 が 関 係 し
て い る 可 能 性 が 明 ら か に な る な ど 、 B D N F は 統 合 失 調 症 の 病 態 と も
関 連 す る 可 能 性 が 報 告 さ れ て い る 6 3 ）。 B D N F は 生 活 習 慣 病 の 改 善 で
増 加 す る こ と が 分 か っ て お り 、 今 後 、 本 研 究 と B D N F と の 関 係 に 関
し て も 詳 細 な 検 討 が 必 要 で あ る 。  
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抗 精 神 病 薬 の 中 で も 、O l a n z a p i n e  と Q u e t i a p i n e に は 体 重 増 加 や 耐
糖 能 異 常 な ど の 誘 発 が 副 作 用 と し て 挙 げ ら れ 、 治 療 上 に お い て 薬 の
選 択 肢 が 狭 め ら れ る 結 果 と な っ て い る 6 4 , 6 5 ) 。し か し 、 B M I 減 少 群 と
非 減 少 群 で 、O l a n z a p i n e  と Q u e t i a p i n e 服 用 患 者 の 割 合 に は 有 意 な 差
は 見 ら れ な か っ た こ と か ら 、 適 切 な 栄 養 サ ポ ー ト の 実 施 に て 「 自 己
効 力 感 」 は 向 上 し 健 康 行 動 に 結 び つ く と 推 測 さ れ た 。 B M I の 変 化 量
と サ ポ ー ト 回 数 、 自 己 効 力 感 、 準 備 性 の ス テ ー ジ が 有 意 な 相 関 を 示
し た こ と 、 体 重 減 少 を 規 定 す る 因 子 は 「 サ ポ ー ト 回 数 」 と 「 自 己 効
力 感 」 と 考 え ら れ る こ と か ら 、 外 来 に 通 院 す る た び に 行 う 頻 回 な 声
掛 け や 称 賛 、 手 帳 記 載 の ア セ ス メ ン ト や 目 標 設 定 を 行 う 回 数 が 多 い
こ と が 良 い 結 果 に つ な が っ た と 思 わ れ る 。 特 に 意 欲 の 低 下 が み ら れ
る 介 入 初 期 で は 、 個 人 に 寄 り 添 っ た サ ポ ー ト が 必 要 で あ り 、 家 族 や
友 人 、 訪 問 看 護 な ど の 社 会 的 サ ポ ー ト と の 連 携 や 、 F A X や E - m a i l
な ど の 活 用 も 有 用 で あ る と 考 え ら れ る 。  
 今 回 の 研 究 は 、 対 照 群 を 設 け て 比 較 す る な ど 厳 密 に デ ザ イ ン さ れ
た 研 究 で は な い 。 ま た 、 抗 精 神 病 薬 の 検 討 に つ い て も 、 2 剤 併 用 に
な る 患 者 も 一 部 混 じ っ て い た 。 内 科 併 用 薬 に つ い て は 、 そ の 内 容 に
変 更 や 追 加 は な か っ た も の の 、 結 果 に 影 響 し て い た 可 能 性 は 否 定 で
き な い 。 今 後 は 症 例 数 を 増 や し 、 よ り 詳 細 な 背 景 因 子 に つ い て も 検
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討 し 、 さ ら に 未 介 入 の 他 施 設 と の 比 較 な ど で 行 動 科 学 的 栄 養 介 入 の
有 用 性 を 検 討 し て い き た い と 考 え て い る 。  
 
Ⅳ． ま と め  
 日 本 人 の 肥 満 を 有 す る 統 合 失 調 症 外 来 患 者 に お い て 、 手 帳 を 用 い
た 行 動 科 学 的 栄 養 介 入 は 減 量 効 果 に お い て 有 用 と 思 わ れ た 。 そ の 有
用 性 は 「 自 己 効 力 感 」 と 関 連 し 、 そ の 改 善 と 維 持 が 特 に 重 要 で あ る















第 2 章  
抗 精 神 病 薬 服 用 中 の 統 合 失 調 症 患 者 に お け る ラ ク ト ス ク ロ ー ス
に よ る 排 便 回 数 及 び 便 性 状 の 改 善 効 果 6 6 ）  
T h e  t h e r a p e u t i c  e f f e c t  o f  l a c t o s u c r o s e ,  a  p r e b i o t i c ,  o n  
a n t i p s y c h o t i c - i n d u c e d  c o n s t i p a t i o n  
 
Ⅰ ． 対 象 及 び 方 法  
1 、 対 象  
対 象 者 は 、 I C D - 1 0 の 診 断 基 準 に 沿 っ て 診 断 さ れ た 精 神 科 一 般 病 棟
入 院 中 の 統 合 失 調 症 患 者 で 、 事 前 に 試 験 内 容 を 本 人 に 説 明 し 試 験 参
加 の 承 諾 が 得 ら れ た 4 3 人 （ 男 性 2 3 人 、 女 性 2 0 人 ） で あ る 。 本 研 究
で は 、対 象 者 を 薬 剤 の 使 用 状 況 に よ っ て 、① C P 換 算 量 1 , 0 0 0 m g 以 上
も し く は 抗 パ ー キ ン ソ ン 薬 を 使 用 し て い る 群 を 抗 コ リ ン 作 用 の 強 い
群 （ A 群 ） と ② C P 換 算 量 1 , 0 0 0 m g 未 満 で 、 か つ 抗 パ ー キ ン ソ ン 薬 を
使 用 し て い な い 群 を 抗 コ リ ン 作 用 の 弱 い 群 （ B 群 ） の 2 群 に 分 類 し
て 解 析 し た 。  
 下 剤 と し て は 、 ピ コ ス ル フ ァ ー ト ナ ト リ ウ ム 、 セ ン ナ エ キ ス 、 セ
ン ノ シ ド 及 び 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム を 指 す こ と と し た 。 当 院 に お い て 下
剤 は 、 定 期 下 剤 と し て 処 方 さ れ る も の 、 症 状 に 合 わ せ て 臨 時 下 剤 と
し て 処 方 さ れ る も の が あ る 。 今 回 の 調 査 期 間 中 に 定 期 下 剤 の 変 化 は
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な か っ た の で 、 本 研 究 で は 、 臨 時 下 剤 と し て 使 用 さ れ た 液 状 滴 下 下
剤 ラ キ ソ ベ ロ ン （ 帝 人 （ 株 ）： 大 阪 市 ） の 滴 下 量 を 指 標 の 1 つ と し
た 。  
 
2 、 方 法  
市 販 品 で あ る L S 含 有 シ ロ ッ プ（ 固 形 分 中 に L S と し て 7 0 ％ 以 上 含
有 ： H + B ラ イ フ サ イ エ ン ス 製 ） を 用 い た 。 L S 摂 取 量 は L S が 特 定 保
健 用 食 品 と し て 認 め ら れ た 1 日 あ た り 7 g（ L S と し て 3 . 6 g ）と し 6 7 ）、
嗜 好 調 査 の 結 果 よ り 、 患 者 の 嗜 好 を 反 映 し コ ー ヒ ー 飲 料 に 溶 か し 4
週 間 、 続 い て 麦 茶 に 溶 か し 4 週 間 摂 取 さ せ た 。 麦 茶 の 選 択 は 、 抗 精
神 病 薬 の R i s p e r i d o n e が 、 紅 茶 、 烏 龍 茶 、 緑 茶 な ど の 茶 葉 抽 出 液 に
含 ま れ る ポ リ フ ェ ノ ー ル の 影 響 で 薬 剤 の 含 有 量 が 低 下 す る た め 、 薬
剤 師 の 指 導 に よ り 院 内 の お 茶 は 麦 茶 に 統 一 さ れ て い る 。  
（ 1 ）介 入 方 法  
 調 査 期 間 は 、 2 0 0 8 年 1 2 月 1 4 日 ～ 2 0 0 9 年 4 月 4 日 （ 1 6 週 間 ） で
内 訳 は 以 下 の 通 り で あ る 。  
非 摂 取 期 ： 2 0 0 8 年 1 2 月 1 4 日 ～ 2 0 0 9 年 1 月 1 0 日 （ 4 週 間 ）  
摂 取 期 Ⅰ： 2 0 0 9 年 1 月 1 1 日 ～ 2 月 7 日 （ ４ 週 間 ） L S 3 . 6 ｇ を コ ー
ヒ ー 飲 料 に 溶 か し 昼 食 時 に 飲 用  
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摂 取 期 Ⅱ： 2 0 0 9 年 2 月 8 日 ～ 3 月 7 日 （ 4 週 間 ） L S 3 . 6 ｇ を 麦 茶 に
溶 か し 昼 食 時 に 飲 用  
中 止 期 ： 2 0 0 9 年 3 月 8 日 ～ 4 月 4 日 （ ４ 週 間 ） と し た 。  
麦 茶 は 、 普 段 か ら 飲 用 し て お り 、 非 摂 取 期 も 中 止 期 に お い て も 飲
用 し て い る も の で あ る 。  
な お 、 実 施 期 間 中 の 食 事 か ら 摂 取 す る 食 物 繊 維 は 、 ど の 群 も 平 均
1 8 ｇ 前 後 で 差 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 調 査 期 間 中 の 薬 剤 の 変 動 は
な か っ た 。  
（ 2 ） 調 査 項 目  
 調 査 項 目 は 、 各 期 間 中 に お け る 排 便 回 数 、 排 便 日 数 、 便 性 状 、 臨
時 下 剤 の 投 与 量 、 薬 剤 投 与 の 有 無 と 薬 剤 の 種 類 と し 、 対 象 者 所 属 病
棟 で の 担 当 の 看 護 師 ま た は 介 護 士 が 毎 日 記 録 し た 。便 性 状 は 、硬 便 、
普 通 便 、 軟 便 、 泥 状 便 、 水 様 便 の 5 段 階 と し た 。 な お 、 排 便 回 数 に
つ い て は 、 排 便 介 助 が 必 要 な 患 者 に つ い て は 介 助 時 に 看 護 師 ま た は
介 護 士 が 記 録 し 、 自 力 排 便 可 能 で 報 告 可 能 な 対 象 者 に は 排 便 後 の 報
告 に よ り 看 護 師 ま た は 介 護 士 が 記 録 し た 。 但 し こ の 間 、 排 便 コ ン ト
ロ ー ル は 臨 時 下 剤 で お こ な い 、 定 期 下 剤 の 使 用 は 通 常 通 り と し た 。  
（ 3 ） 統 計 解 析  
 統 計 処 理 は 、 被 験 者 全 体 の 排 便 を 、 非 摂 取 期 、 摂 取 期 Ⅰ、 摂 取 期 Ⅱ
お よ び 中 止 期 の 期 間 ご と に 集 計 し て 得 ら れ た 結 果 と 臨 時 下 剤 の 使 用
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量 を m e a n ± S E と S D で 示 し た 。 各 期 間 の 有 意 差 に つ い て は 、 対 応 の
あ る t 検 定 、 ウ イ ル コ ク ソ ン 符 号 順 位 検 定 を 用 い て 解 析 し た 。 す べ
て の 統 計 解 析 は 危 険 率 が 5 ％ 未 満 を 有 意 水 準 と し た 。  
（ ４ ） 倫 理 的 配 慮      
対 象 と な る 被 験 者 本 人 に 本 研 究 の 目 的 ・ 内 容 に つ い て 十 分 に 説 明
を し た う え で 口 頭 と 文 章 に て 同 意 を 得 て お り 、 ま た 、 大 阪 精 神 医 学
研 究 所 新 阿 武 山 病 院 の 倫 理 委 員 会 に て 承 認 を さ れ て い る 。  
 
Ⅱ ． 結 果  
（ 1 ） 対 象 患 者 の 背 景  
対 象 者 の 平 均 年 齢 は 、 5 9 . 7 ± 1 2 . 4 歳 、 平 均 在 院 日 数 は 2 , 4 4 2 日 で あ
っ た 。 対 象 患 者 の 抗 精 神 病 薬 の 使 用 状 況 は 、 非 定 型 抗 精 神 病 薬 の み
の 使 用 が 3 1 人 （ 7 2 . 1 ％ ） 、 定 型 抗 精 神 病 薬 と 非 定 型 抗 精 神 病 薬 の 併
用 が 7 人 （ 1 6 . 3 ％ ） 、 定 型 抗 精 神 病 薬 の み 使 用 が 2 人 （ 4 . 6 ％ ） で 、
抗 精 神 病 薬 未 使 用 が 3 人 （ 7 . 0 ％ ） で あ っ た 。 対 象 者 の 、 C P 換 算 で
の 抗 精 神 病 薬 平 均 投 与 量 は 6 6 4 ± 5 0 7 m g / 日 で あ っ た 。 内 訳 は 5 0 0 m g
未 満 が 1 9 人（ 4 4 . 2 ％ ）、5 0 0 m g 以 上 1 , 0 0 0 m g 未 満 が 1 1 人（ 2 5 . 6 ％ ）、
1 , 0 0 0 m g 以 上 1 , 5 0 0 m g 未 満 が 9 人（ 2 0 . 9 ％ ）、1 , 5 0 0 m g 以 上 が 4 人（ 9 . 3 ％ ）
で あ っ た 。 ま た 、 対 象 者 4 3 人 中 1 6 人 に 抗 パ ー キ ン ソ ン 薬 が 投 与 さ
れ て い た 。 ビ ペ リ デ ン 換 算 6 8 ） （ 以 下 B I P 換 算 と す る ） 平 均 投 与 量
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は 1 . 6 0 ± 2 . 1 m g で あ っ た 。内 訳 は 、未 使 用 が 2 7 人（ 6 2 . 8 ％ ）、 0 ～ 4 m g
未 満 が 1 0 人 （ 2 3 . 2 ％ ） 、 4 ～ 6 ㎎ 未 満 が 6 人 （ 1 4 . 0 ％ ） 、 で あ っ た 。
ま た 、 今 回 の 対 象 者 の 中 に 三 環 系 ・ 四 環 系 抗 う つ 薬 の 投 与 者 は 含 ま
れ て い な か っ た 。  
対 象 患 者 で 下 剤 を 服 用 し て い る 患 者 は 3 7 人 （ 8 6 . 0 ％ ） で あ り 、 そ
の う ち １ 種 類 の 下 剤 を 服 用 し て い る 患 者 は 1 3 人 （ 3 0 . 2 ％ ） 、 2 種 類
が 1 8 人 （ 4 1 . 9 ％ ） 、 3 種 類 は 5 人 （ 1 1 . 6 ％ ） 、 4 種 類 は 1 人 （ 2 . 3 ％ ）
で あ っ た 。 （ 表 7 ）  
 
（ 2 ） L S 摂 取 に よ る 排 便 状 況 と 臨 時 下 剤 の 使 用 量 の 変 化  
対 象 者 4 3 人 で の 一 週 間 当 た り の 排 便 回 数 は 、L S 非 摂 取 期 7 . 8 ± 7 . 0
回 / 週 。摂 取 期 Ⅰ 8 . 9 ± 8 . 2 回 / 週 、摂 取 期 Ⅱ 7 . 7 ± 5 . 6 回 / 週 、中 止 期 7 . 7 ± 6 . 2
回 / 週 で あ っ た 。 非 摂 取 期 に 比 し 摂 取 期 Ⅰに お い て 排 便 回 数 が 増 加 傾
向 （ P ＝ 0 . 0 6 ） を 示 し た 。 ま た 、 一 週 間 あ た り の 平 均 排 便 日 数 は 、 L S
非 摂 取 期 4 . 5 ± 1 . 5 回 / 週 。 摂 取 期 Ⅰ 5 . 5 ± 1 . 6 回 / 週 、 摂 取 期 Ⅱ 5 . 4 ± 1 . 5 回
/ 週 、中 止 期 5 . 1 ± 1 . 6 回 / 週 で あ っ た 。非 摂 取 期 に 比 し 、摂 取 期 Ⅰ、Ⅱ、
中 止 期 に お い て 排 便 日 数 が 有 意 に 増 加 （ P < 0 . 0 1 ） し た （ 表 8 ）。   
Ｌ Ｓ 摂 取 と 便 性 状 の 変 化 で は 、 硬 便 が 非 摂 取 期 に 対 し て 摂 取 期 Ⅱ
で 有 意 な 減 少 が み ら れ た （ P < 0 . 0 5 ）。 軟 便 は 非 摂 取 期 に 対 し 、 摂 取 期
Ⅰに 有 意 な 増 加 （ P < 0 . 0 5 ） が 、 泥 状 便 は 摂 取 期 Ⅱに 有 意 な 減 少 が 見 ら
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れ た （ P < 0 . 0 5 ）。 普 通 便 は 、 非 摂 取 期 に 対 し 摂 取 期 Ⅰ、 摂 取 期 Ⅱ、 中
止 期 に 有 意 な 増 加 が 認 め ら れ た （ P < 0 . 0 1  、 P < 0 . 0 5 ）。 水 様 便 は 、 非
摂 取 期 に 対 し 摂 取 期 Ⅰ、 摂 取 期 Ⅱ、中 止 期 と も に 有 意 な 減 少 が 認 め ら
れ た （ P < 0 . 0 1 ）（ 図 6 ）。  
臨 時 下 剤 使 用 滴 下 量 は 、 非 摂 取 期 で は 、 3 1 . 6 ± 9 . 2 滴 / 週 使 用 さ れ て
い た 。 摂 取 期 Ⅰで は 2 4 . 9 ± 8 . 8 滴 / 週 、 摂 取 期 Ⅱは 2 4 . 5 ± 8 . 5 滴 / 週 、 中 止
期 は 2 4 . 7 ± 8 . 0 滴 / 週 で あ っ た 。 臨 時 下 剤 使 用 量 に お い て 、 L S 非 摂 取
期 か ら 摂 取 期 ⅠⅡ、 中 止 期 に 有 意 な 減 少 が 認 め ら れ た （ P < 0 . 0 1 ） （ 図
7 ）。  
 
（ 3 ） 服 用 薬 剤 の 抗 コ リ ン 作 用 の 強 度 別 の L S 摂 取 に よ る 排 便 回 数 と
臨 時 下 剤 使 用 量 の 変 化  
抗 コ リ ン 作 用 別 に 分 け た C P 換 算 の 抗 精 神 病 薬 平 均 投 与 量 は 、 A
群 が 1 , 0 0 2 ± 4 4 7 m g （ 2 2 人 ） で B 群 が 3 5 3 ± 2 3 8 m g （ 2 1 人 ） で あ っ た 。
B I P 換 算 で の 抗 パ ー キ ン ソ ン 薬 平 均 投 与 量 は 、A 群 が 2 . 7 ± 2 . 0 m g で B
群 が 0 m g で あ っ た 。  
抗 コ リ ン 作 用 の 影 響 別 に 分 け た 排 便 回 数 は 、A 群（ ｎ ＝ 2 2 ）で は 、
L S 非 摂 取 期 が 7 . 0 ± 4 . 7 回 / 週 、 摂 取 期 Ⅰが 7 . 8 ± 4 . 7 回 / 週 、 摂 取 期 Ⅱが
7 . 4 ± 4 . 3 回 / 週 、 中 止 期 が 7 . 1 ± 5 . 7 回 / 週 で あ っ た 。 非 摂 取 期 に 対 し 摂
取 期 Ⅰに 有 意 な 増 加 が み ら れ た （ P < 0 . 0 5 ） 。 Ｂ 群 （ ｎ ＝ 2 1 ） に お い
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て は 、 非 摂 取 期 が 8 . 2 ± 6 . 8 回 / 週 、 摂 取 期 Ⅰが 8 . 4 ± 6 . 2 回 / 週 、 摂 取 期 Ⅱ
が 7 . 7 ± 4 . 7 回 / 週 、 中 止 期 が 7 . 8 ± 4 . 7 回 / 週 で あ っ た 。 排 便 回 数 に お い
て Ａ 群 と Ｂ 群 に は 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た （ 図 8 ） 。  
臨 時 下 剤 の 使 用 量 は 、 A 群 に お い て 非 摂 取 期 が 3 6 . 8 ± 1 5 . 7 滴 / 週 、
摂 取 期 Ⅰが 2 8 . 9 ± 1 5 . 0 滴 / 週 、 摂 取 期 Ⅱが 2 8 . 3 ± 1 4 . 3 滴 / 週 、 中 止 期 が
2 8 . 3 ± 1 3 . 4 滴 / 週 で あ っ た 。 L S 非 摂 取 期 に 対 し 、 摂 取 期 Ⅰ、 摂 取 期 Ⅱ
で 有 意 な 減 少 が 認 め ら れ （ p ＜ 0 . 0 5 ） 、 中 止 期 で も 減 少 傾 向 が 見 ら れ
た （ Ｐ ＝ 0 . 0 6 ） 。 Ｂ 群 に お い て は 非 摂 取 期 が 2 6 . 2 ± 7 . 2 滴 / 週 、 摂 取 期
Ⅰが 2 0 . 7 ± 7 . 1 滴 / 週 、 摂 取 期 Ⅱが 2 0 . 6 ± 6 . 9 滴 / 週 、 中 止 期 が 2 1 . 0 ± 6 . 9
滴 / 週 で あ っ た 。 非 摂 取 期 に 比 べ 、 摂 取 期 Ⅰ、 摂 取 期 Ⅱ、 中 止 期 で 有
意 な 減 少 が 見 ら れ た （ P < 0 . 0 1  、 P < 0 . 0 5 ） 。 ま た 、 Ａ 群 と Ｂ 群 の 臨 時
下 剤 使 用 量 に お い て 有 意 な 差 が 見 ら れ た （ P < 0 . 0 5 ） （ 図 8 ） 。  
 
Ⅲ． 考  察  
本 研 究 の 対 象 で あ る 精 神 科 一 般 病 棟 入 院 患 者 の 統 合 失 調 症 患 者
4 3 人 は 、平 均 年 齢 が 5 9 . 7 歳 で 平 均 在 院 日 数 が 2 , 4 4 2 日 と 長 い 。統 合
失 調 症 の 発 症 年 齢 が 2 0 歳 前 後 と い わ れ て い る こ と か ら 、抗 精 神 病 薬
や 抗 パ ー キ ン ソ ン 薬 の 抗 コ リ ン 作 用 を 長 期 間 受 け て い る と 考 え ら れ
る 。  
36 
 
当 院 で は 、 抗 精 神 病 薬 に よ る 薬 物 療 法 は 独 自 の ア ル ゴ リ ズ ム に 沿
っ て 行 わ れ て お り 6 9 ） 、 今 回 の 対 象 で あ る 精 神 科 一 般 病 棟 入 院 患 者
で の 非 定 型 抗 精 神 病 薬 の 使 用 頻 度 も 8 8 . 4 ％ と 高 い 。 し か し 、 そ れ で
も C P 換 算 量 が 1 , 0 0 0 ㎎ 以 上 の 患 者 は 3 0 . 2 ％ 存 在 し 、 統 合 失 調 症 の
患 者 は 抗 コ リ ン の 影 響 を 受 け て い る こ と が わ か る 。 実 際 、 対 象 者 の
8 6 ％ が 下 剤 を 使 用 し て お り 、 半 数 以 上 が 2 剤 以 上 の 下 剤 を 服 用 し て
い た 。  
今 回 の 調 査 で は 、 対 象 者 の 排 便 回 数 は L S 非 摂 取 期 で あ っ て も 、
週 に 平 均 7 . 8 ± 7 . 0 回 と １ 日 1 回 以 上 あ る こ と が わ か っ た （ 表 8 ） 。 こ
れ は 、 イ レ ウ ス 防 止 の た め に 、 定 期 的 に 常 用 す る 下 剤 や 臨 時 に 使 用
す る 下 剤 な ど 多 種 類 の 下 剤 を 服 薬 し 、 浣 腸 や 摘 便 を 行 っ て い る 状 態
で の 排 便 回 数 で あ っ て 、 自 然 排 便 と は 呼 び 難 い 状 態 で あ る 。 実 際 非
摂 取 期 に お い て 、 １ 週 間 の 排 便 日 数 は 、 4 . 5 ± 1 . 5 回 / 週 と 毎 日 排 便 が
あ る わ け で は な く 、1 日 に 数 回 排 便 が あ る と い う こ と が わ か る（ 表 8 ）。
ま た 、 便 性 状 の 調 査 か ら も 、 非 摂 取 期 は 普 通 便 に 比 べ 、 泥 状 便 や 水
様 便 が 多 く 、 下 剤 や 浣 腸 の 影 響 で 便 が 泥 状 化 し 排 便 回 数 が 増 え て い
る こ と も 伺 え る （ 図 6 ） 。 短 期 間 で の 抗 精 神 病 薬 や 抗 パ ー キ ン ソ ン
薬 の 減 量 は 難 し く 、 イ レ ウ ス 防 止 の た め に は 下 剤 に 頼 ら ざ る を 得 な
い の が 現 状 で あ る が 、 Ｌ Ｓ を 使 用 し て 排 便 回 数 を 増 加 さ せ る こ と よ
り 、 下 剤 を 減 少 さ せ 麻 痺 性 イ レ ウ ス を 回 避 さ せ る こ と は 重 要 で あ る
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と 思 わ れ る 。  
 本 研 究 に お い て 、 L S 摂 取 に よ り 、 排 便 回 数 が 非 摂 取 期 の 7 . 8 回 /
週 か ら 8 . 9 回 / 週 と 増 加 傾 向 が み ら れ た （ 表 8 ） 。 一 方 、 臨 時 下 剤 使
用 量 は 非 摂 取 期 と 摂 取 期 Ⅰで 有 意 な 減 少 が 認 め ら れ た（ p ＜ 0 . 0 1 ）（ 図
7 ） 。 こ の こ と は 、 L S の 影 響 で 排 便 回 数 が 増 加 し 、 そ の 結 果 臨 時 下
剤 の 使 用 量 が 減 少 し た こ と が 示 唆 さ れ る 。 さ ら に 、 摂 取 期 Ⅱ、 中 止
期 に お い て も 臨 時 下 剤 の 有 意 な 減 少 が 見 ら れ た （ 図 7 ） 。 す な わ ち
こ の 間 、臨 時 下 剤 を 減 少 し て も 、 L S 摂 取 に よ り 週 に 平 均 7 回 以 上 の
排 便 回 数 を 維 持 で き て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
 さ ら に 、 非 摂 取 期 に 対 し 摂 取 期 、 中 止 期 と も に 排 便 日 数 の 有 意 な
増 加 が 認 め ら れ た と い う こ と は 、 下 剤 や 浣 腸 の 影 響 に よ る 1 日 の 排
便 回 数 が 減 り 、L S の 効 果 に よ り 排 便 の 日 数 が 有 意 に 増 え た と 思 わ れ
る （ 図 7 ） 。 便 性 状 の 変 化 か ら も 、 Ｌ Ｓ 摂 取 後 は 普 通 便 が 有 意 に 増
加 し 泥 状 便 や 水 様 便 が 有 意 に 減 少 し て い る （ 図 6 ） 。 す な わ ち Ｌ Ｓ
の 特 定 保 健 用 食 品 と し て 謳 わ れ て い る 腸 内 環 境 改 善 効 果 7 0 ）に よ り 、
排 便 日 数 の 増 加 、 臨 時 下 剤 の 減 少 、 便 性 状 の 改 善 な ど が み ら れ た と
考 え ら れ る 。 ま た 、 中 止 期 に お い て も あ る 程 度 の 効 果 が 持 続 し て い
る 点 に お い て は 、 大 池 ら の 先 行 研 究 7 1 ） に も み ら れ て お り 、 毎 日 摂
取 し な く て も あ る 程 度 の 改 善 効 果 は 得 ら れ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
 次 に 、 抗 コ リ ン 作 用 の 影 響 別 に 見 る と 、 排 便 回 数 に 有 意 差 は 見 ら
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れ な か っ た が 、 臨 時 下 剤 の 使 用 量 は 、 A 群 が 3 6 . 8 ± 1 5 . 7 滴 / 週 、 Ｂ 群
は 2 6 . 2 ± 7 . 2 滴 / 週 と 、抗 コ リ ン 作 用 の 強 い 患 者 は 約 1 . 5 倍 の 臨 時 下 剤
を 使 用 し 、 両 者 の 間 に 有 意 な 差 が 見 ら れ た 。 こ の こ と は 、 イ レ ウ ス
防 止 で 週 7 回 以 上 の 排 便 回 数 を 確 保 す る た め に 、 抗 コ リ ン 作 用 の 強
い 群 は 弱 い 群 に 比 べ 多 く の 下 剤 が 必 要 で あ り 、 そ れ ら 下 剤 の 副 作 用
を 受 け て い る と 考 え ら れ る 。 し か し 、 抗 コ リ ン の 強 い 群 に お い て も
Ｌ Ｓ 摂 取 に よ り 有 意 に 臨 時 下 剤 の 減 少 が み ら れ て い る こ と は 、 抗 コ
リ ン 作 用 の 影 響 が 強 い 患 者 で あ っ て も 、L S 摂 取 に よ り 腸 内 環 境 の 改
善 に よ り 下 剤 の 減 少 は 可 能 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た と い え る 。 西 尾
ら は 、 精 神 科 病 院 で は 、 多 量 の 下 剤 が 習 慣 的 に 投 与 さ れ て お り 、 一
度 下 剤 の 投 与 を 始 め る と そ の 効 果 が 弱 く な り 、 投 与 量 が 徐 々 に 増 加
し 、 最 終 的 に は 浣 腸 で な け れ ば 排 便 が で き な く な る ケ ー ス も あ る と
報 告 し て い る 7 2 ） 。 さ ら に 、 抗 コ リ ン 薬 が 腸 管 内 神 経 細 胞 の 不 可 逆
性 変 化 を も た ら す こ と を 指 摘 し 、 イ レ ウ ス 防 止 の た め に 1 日 1 回 以
上 の 排 便 を 維 持 す る た め に 安 易 に 下 剤 を 使 用 す る の で は な く 、 特 に
症 状 が 無 け れ ば 1 週 間 に 3 回 排 便 が あ れ ば 十 分 で あ る  と 述 べ て い
る 。 す な わ ち 対 象 者 の 身 体 管 理 の 面 か ら 考 え て 、 あ る 程 度 の 排 便 回
数 が 維 持 で き て い れ ば 下 剤 の 減 量 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た
長 嶺 は 、 抗 精 神 病 薬 の 大 量 投 与 や 抗 パ ー キ ン ソ ン 病 薬 の 慢 性 的 な 投
与 は 頑 固 な 慢 性 便 秘 を 引 き 起 こ す こ と を 指 摘 し 、 慢 性 便 秘 の 長 時 間
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の 継 続 は 巨 大 結 腸 を 引 き 起 こ し 、 そ こ に 何 ら か の 因 子 が 加 わ り 腹 部
コ ン パ ー ト メ ン ト 症 候 群 （ A b d o m i n a l  C o m p a r t m e n t  S y n d r o m e ） を 引
き 起 こ す こ と も あ る と 述 べ て い る 。 ま た 、 そ れ は 精 神 科 で の 原 因 不
明 の 突 然 死 や シ ョ ッ ク 状 態 や 敗 血 症 の 原 因 の 一 つ に な る と 報 告 し て
い る  7 3 ） 。 こ の よ う に 、 精 神 科 で の 抗 精 神 病 薬 や 抗 パ ー キ ン ソ ン 病
薬 の 副 作 用 に よ る 便 秘 は 、患 者 の Q O L の 低 下 や 医 療 ス タ ッ フ の 業 務
の 負 担 の 増 大 を 招 い た と し て も 、 避 け ら れ な い も の と さ れ て き た 。
ま た 、 以 前 か ら ア ン ト ラ キ ノ ン 系 の 刺 激 性 下 剤 ( セ ン ナ 、 大 黄 な ど )
は 大 腸 黒 皮 症 （ メ ラ ノ ー シ ス ） を 起 こ す こ と が わ か っ て い る 7 4 , 7 5 ）。
ま た 、 ア ン ト ラ キ ノ ン 系 下 剤 は 大 腸 繊 維 腫 の 発 生 を 増 加 さ せ る 可 能
性 が あ る こ と か ら 、 長 期 投 与 す べ き で は な い と 報 告 さ れ て い る 7 6 ）。
さ ら に 、 大 腸 刺 激 性 下 剤 は 、 腸 内 細 菌 に よ っ て 活 性 体 に 変 換 さ れ て
緩 下 作 用 を 示 す と い わ れ て お り 、 薬 物 代 謝 に よ る と 、 セ ン ナ は
B i f i d o b a c t e r i u m  s p  S E N  が 産 生 す る 特 異 的 な β グ ル コ シ ダ ー ゼ が 関
与 し て お り 7 7 ）、 ピ コ サ ル フ ァ ー ト ナ ト リ ウ ム は E u b a c t e r i u m の 一 種
に よ り 代 謝 さ れ る と あ る 7 8 ）。  
 本 来 頓 服 用 で 用 い ら れ る べ き 下 剤 を 長 期 に 使 用 す る こ と に よ っ て
腸 内 菌 叢 が 大 き く 乱 れ 、 下 剤 を 代 謝 す る べ き 腸 内 細 菌 の 働 き が 鈍 る
こ と で 薬 剤 の 活 性 体 の 生 成 が 低 下 し 、 そ の 結 果 下 剤 の 効 果 が 鈍 化 す
る と い う 悪 循 環 を 生 じ て い る と い う 可 能 性 も 考 え う る 。L S は 大 腸 内
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で ビ フ ィ ズ ス 菌 な ど の 腸 内 細 菌 に よ り 分 解 さ れ 、 腸 に 有 用 な 単 鎖 脂
肪 酸 （ 酢 酸 、 酪 酸 、 プ ロ ピ オ ン 酸 な ど ） を 産 生 し 腸 内 環 境 を 改 善 す
る 7 9 ） こ と は 、 単 に 排 便 効 果 を 期 待 す る だ け で な く 、 長 期 の 便 秘 や
下 剤 の 大 量 投 与 に よ る 腸 管 機 能 障 害 、 腸 管 の バ リ ア 機 能 低 下 や 免 疫
機 能 低 下 を 防 ぐ こ と が 期 待 で き る 。本 研 究 に て 、 L S を 継 続 使 用 す る
こ と で 、 臨 時 下 剤 と し て の ピ コ ス ル フ ァ ー ト ナ ト リ ウ ム 使 用 量 減 少
や 便 性 状 の 改 善 が み ら れ た が 、 さ ら に 長 期 に 使 用 す る こ と で 、 臨 時
下 剤 の み な ら ず 、 定 期 下 剤 と し て 処 方 さ れ て い る ア ン ト ラ キ ノ ン 系
下 剤（ セ ン ナ ）の 使 用 量 を 減 量 す る こ と に 繫 が る こ と も 期 待 で き る 。
そ れ は 患 者 が 本 来 持 つ 排 便 能 力 に 、 よ り 自 然 な 形 で 近 づ け る こ と が
期 待 で き る と い う こ と で あ る 。 特 に 服 用 す る 薬 剤 の 抗 コ リ ン 作 用 を
長 期 に 受 け て い る 精 神 科 の 患 者 に と っ て 下 剤 は 日 常 化 し て い る 。 し
か し 、 患 者 の 排 便 状 況 が 適 正 化 さ れ 本 来 の 状 態 に 近 づ く こ と で 、 排
便 と い う 人 間 に と っ て 生 き て い く 上 で 欠 か す こ と の で き な い も の と
し て の 重 要 性 に 対 す る 認 知 が 促 さ れ る よ う 取 り 組 む こ と が で き る の
で は な い か と 考 え る 。  
 
Ⅳ ． ま と め  
抗 精 神 病 薬 や 抗 パ ー キ ン ソ ン 病 薬 の 長 期 服 用 患 者 は 、 副 作 用 に よ
り 慢 性 便 秘 を 引 き 起 こ す と い わ れ て い る 。 慢 性 の 便 秘 は 患 者 の
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Q O L を 下 げ 、 麻 痺 性 イ レ ウ ス や 腹 部 コ ン パ ー ト メ ン ト 症 候 群 を 引
き 起 こ す な ど 重 篤 に な る 場 合 も 多 い 。 そ こ で 当 院 の 比 較 的 入 院 日
数 が 長 期 で あ る 精 神 科 一 般 病 棟 に お い て 、 ビ フ ィ ズ ス 菌 増 殖 活 性
を 有 し 排 便 状 態 改 善 効 果 が 報 告 さ れ て い る L S を 摂 取 す る こ と よ
り 、 抗 コ リ ン 作 用 の 影 響 に 関 わ ら ず 有 意 な 排 便 状 態 の 改 善 と 、 臨
時 下 剤 の 減 少 が 見 ら れ た 。 こ の こ と は 、 抗 精 神 病 薬 や 抗 パ ー キ ン
ソ ン 病 薬 を 服 用 す る 患 者 に と っ て の Q O L の 向 上 に 繋 が る と 考 え
ら れ る 。 ま た 、 排 便 状 態 が 改 善 す る こ と は 、 看 護 師 ス タ ッ フ 業 務
の 軽 減 に も 繋 が り 、 本 来 精 神 科 で 行 う 看 護 業 務 に 費 や す 時 間 が 増
加 す る こ と が 示 唆 さ れ る 。   
 
Ⅴ ． 研 究 の 限 界  
 本 研 究 に お い て 、 L S 飲 用 時 に コ ー ヒ ー で 溶 か し た 場 合 は 、コ ー ヒ
ー 自 体 が 影 響 を 及 ぼ し た 可 能 性 を 否 定 で き な い 。 ま た 、 精 神 科 で の
下 剤 投 与 患 者 で の 効 果 を 見 て い る の で 、 下 剤 の 投 与 の な い 患 者 に お
い て 新 た な 下 剤 の 投 与 抑 制 効 果 に つ い て は 明 ら か で は な い 。 今 後 、
下 剤 の 影 響 の な い 状 態 で の L S の 効 果 に つ い て も 研 究 を 行 う 予 定 で
あ る 。 し か し 、 精 神 科 に お い て 下 剤 が 投 与 さ れ て い る 中 で 、 臨 時 的
な 下 剤 の 減 少 と 排 便 状 態 が 改 善 で き た こ と は 貴 重 な デ ー タ で あ る い
え る 。  
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第 3 章  総 合 結 論  
 統 合 失 調 症 患 者 は 、 本 来 の 身 体 脆 弱 性 と し て 、 糖 尿 病 や 心 疾 患 に
よ る 死 亡 率 は 健 常 者 の 約 5 倍 、 呼 吸 器 疾 患 の 死 亡 率 は 健 常 者 の 約 7
倍 で あ り 、 平 均 余 命 は 健 常 者 に 比 し ， 約 1 0 年 短 い と 報 告 さ れ て い
る 。 さ ら に 2 0 世 紀 末 に 上 市 さ れ た 非 定 型 抗 精 神 病 薬 は 、 錐 体 外 路
症 状 の 副 作 用 が 少 な く 、 統 合 失 調 症 の 主 症 状 及 び 認 知 機 能 の 改 善 な
ど 幅 広 い 効 果 が み ら れ る た め 、 こ れ ら の 導 入 に よ り 外 来 治 療 へ の 移
行 が 促 進 さ れ 精 神 科 医 療 は 大 き く 転 換 し た 。 し か し 、 統 合 失 調 症 患
者 の 治 療 の 主 体 で あ る 薬 物 療 法 は 長 期 に わ た る た め 、 肥 満 や 便 秘 な
ど の 副 作 用 が リ カ バ リ ー や 社 会 復 帰 に 対 し て の 大 き な 課 題 と な る 。  
統 合 失 調 症 患 者 の 体 重 増 加 の 原 因 は 、 抗 精 神 病 薬 の 副 作 用 で あ る
食 欲 増 進 や 、精 神 疾 患 に よ る 認 知 力 の 低 下 な ど で 起 こ る が 、我 々 は 、
外 来 通 院 中 の 肥 満 を 伴 う 統 合 失 調 症 患 者 に 対 し 、 「 心 と 身 体 の 健 康
栄 養 手 帳 」 を 活 用 し た 行 動 科 学 的 手 法 を 用 い た 栄 養 介 入 の 有 用 性 に
つ い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 サ ポ ー ト 回 数 の 増 加 と 自 己 効 力 感 の 有
意 な 上 昇 に よ り 、有 意 な 体 重 減 少 を 認 め た 。今 回 の 栄 養 介 入 方 法 は 、
統 合 失 調 症 患 者 の 肥 満 の 改 善 や Q O L  の 向 上 に 有 益 で あ る こ と を 初
め て 明 ら か に し た 。  
 次 に 、 統 合 失 調 症 患 者 は 、 向 精 神 薬 の 長 期 服 用 の 副 作 用 に よ り 慢
性 便 秘 を 引 き 起 こ し 、 さ ら に 麻 痺 性 イ レ ウ ス や 腹 部 コ ン パ ー ト メ ン
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ト 症 候 群 な の 重 篤 な 合 併 症 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ る 。 本 研 究 は ラ
ク ト ス ク ロ ー ス の 摂 取 が 、 便 秘 に 関 連 す る 抗 コ リ ン 作 用 を 有 す る 薬
剤 の 投 与 下 に お い て も 、 排 便 状 態 の 改 善 や 臨 時 下 剤 投 与 量 の 減 少 が
見 ら れ る こ と を は じ め て 明 ら か に し た 。 こ の こ と は 、 抗 精 神 病 薬 や
抗 パ ー キ ン ソ ン 病 薬 を 服 用 す る 患 者 に と っ て の Q O L の 向 上 に 繋 が
る 知 見 を 提 供 す る と 考 え ら れ る 。  
 し か し 、 本 研 究 は 、 ｎ 数 が 少 な い こ と や 、 単 施 設 で の 結 果 で あ る
こ と は 限 界 が あ る 。今 後 、対 象 群 を 設 定 し た R C T 研 究 を 多 施 設 で 行
う こ と に よ っ て 、 レ ベ ル の 高 い エ ビ デ ン ス の 構 築 を す る こ と が 必 要
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2 6 ） 助 川 鶴 平 ,  松 島  嘉 彦 ,  坂 本  泉 ほ か ： 精 神 科 入 院 患 者 に お け る
下 剤 大 量 投 与 の 原 因 . 臨 床 精 神 薬 理 , 8 （ 3 ） ： 3 2 9 - 3 3 6 , 2 0 0 5 .  
2 7 ） 松 生 恒 夫 ， 鈴 木 康 元 ： 常 習 性 便 秘 症 ． 日 本 医 師 会 雑 誌 ， 1 1 6 ；
R K 5 4 9 - 5 5 2 , 1 9 9 6 ．  
2 8 ） 高 野 正 博 ： 便 秘 症 患 者 の 分 析 － と く に 下 剤 使 用 の 実 態 に つ い て
－ . 日 本 大 腸 肛 門 病 会 雑 誌 , 4 3 ; 4 7 3 - 4 7 9 , 1 9 9 0 .  
2 9 ） 小 林 恭 一 ： 腸 内 フ ロ ー ラ に よ る 薬 物 代 謝 ． 光 岡 知 足 ： 腸 内 フ ロ
ー ラ と 健 康 ． 学 会 セ ン タ ー 関 西 ;  1 0 7 - 1 1 1 , 1 9 9 8 ．  
3 0 ） 歳 森 康 弘 ， 宮 井 俊 治 ， 山 下 亀 次 郎 ほ か ： 乳 果 オ リ ゴ 糖 配 合 緑 茶
粉 末 飲 料 が ヒ ト の 排 便 状 況 お よ び 糞 便 内 細 菌 に 及 ぼ す 影 響 ． 健
康 ・ 栄 養 食 品 研 究 ， 7 ； 1 - 1 0 , 2 0 0 4 ．  
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3 1 ） 三 上  剛 明 ,  鈴 木  雄 太 郎 ,  田 尻  美 寿 々 ほ か ： 精 神 科 病 棟 入 院 が
統 合 失 調 症 患 者 の 体 重 お よ び 糖 代 謝 に 与 え る 影 響 . 臨 床 精 神 薬
理 , 1 5 （ 1 1 ） ; 1 8 5 7 - 1 8 6 2 , 2 0 1 2 .  
3 2 ） Y u m i k o  I d o , J u n k o  M a k i n o , R y o u k o  O k u s i m a  e t  a l . ： F a c t o r s  O n  
l i f e - s t y l e - r e l a t e d  d i s o r d e r s  f o u n d  i n  d a y - c a r e  s c h i z o p h r e n i c s ．
A I N O  J O U N A L , 1 ： 2 9 - 3 3 , 2 0 0 2 .  
3 3 ） 森 山 裕 子 ： 統 合 失 調 症 患 者 に お け る 肥 満 と 食 行 動 の 検 討 ― 効 果
的 な 栄 養 指 導 の た め に ー ,  第 1 1 回 日 本 改 善 学 会 近 畿 支 部 学 術
大 会 : F - 0 3 , 2 0 1 3 .  
3 4 ） W e i d e n  P J ,  M a c k e l l  J A ,  M c D o n n e l  D D :  O b e s i t y  a s  a  r i s k  f a c t o r  f o r  
a n t i p s y c h o t i c  n o n c o m p l i a n c e .  S c h i z o p h r  R e s .  6 6 :  5 1 - 5 7 , 2 0 0 4 .
 
3 5 ） M c C r e a d i e  R G . e t  e l . :  D i e t ,  s m o k i n g  a n d  c a r d i o v a s c u l a r  r i s k  i n  
p e o p l e  w i t h  s c h i z o p h r e n i a .  B r  J  P s y c h i a t r y ,  1 8 3 ； 5 3 4 - 5 3 9 ,   
  2 0 0 3 .  
3 6 ） B r o w n  S . e t  a l . :  T h e  u n h e a l t h y  l i f e s t y l e  o f  p e o p l e  w i t h  
s c h i z o p h r e n i a .  P s y c h o l  M e d , 2 9 ; 6 9 7 - 7 0 1 , 1 9 9 9 .  
3 7 ）G o l d m a n  L S . e t  a l . :  M e d i c a l  I l l n e s s  i n  P a t i e n t s  W i t h  S c h i z o p h r e n i a .  
J  C l i n  P s y c h i a t r y , 6 0 ( S 2 1 ) ; 1 0 - 1 5 , 1 9 9 9 .  
3 8 ） H u g h e s  J R . e t  a l . : P r e v a l e n c e  o f  S m o k i n g  A m o n g  P s y c h i a t r i c  
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O u t p a t i e n t s .  A m  J  P s y c h i a t r y , 1 4 3 ; 9 9 3 - 9 9 7 , 1 9 8 6 .  
3 9 ） D e  H e a t  M ,  S c h r e u r s  V ,  S w e e r s  K e t  a l ： T y p i c a l  a n d  a t y p i c a l  
a n t i p s y c h o t i c s  d i f f e r e n t i a l l y  a f f e c t  l o n g - t e r m  i n c i d e n c e  r a t e s  o f  
t h e  m e t a b o l i c  s y n d r o m e  i n  f i r s t - e p i s o d e  p a t i e n t s  w i t h  
s c h i z o p h r e n i a .  S c h i z o p h r e n i a  R e s e a r c h .  1 0 1 :  2 9 5 - 3 0 3 ,  
  2 0 0 8 ．  
4 0 ） S u g a w a r a  N , Y a s u i - F u r u k o r i  N , Y a m a z a k i  M  e t  a l ： P s y c h i a t r i s t s ’  
A t t i t u d e s  t o w a r d  M e t a b o l i c  A d v e r s e  E v e n t s  i n  P a t i e n t s  w i t h  
S c h i z o p h r e n i a .  P L O S  O n e  9 , 1 - 5 . 2 0 1 4  .  
4 1 ） 山 田 由 佳 、 中 道 満 子 、 高 谷 義 信 他 ： 精 神 障 が い 者 の ス ポ ー ツ 活
動 へ の 意 識 と そ の 効 果 , ス ポ ー ツ 精 神 医 学 . 6 ： 4 0 - 4 3 , 2 0 0 9 .  
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4 2 ） 井 戸 由 美 子 , 中 村 友 紀 , 新 川 優 ほ か ： 統 合 失 調 症 外 来 患 者 の 体 重
管 理 の た め の 行 動 科 学 に 基 づ い た 栄 養 サ ポ ー ト 介 入 の 有 効 性 .
最 新 精 神 医 学 , 印 刷 中  
4 3 ） P r o c h a s k a , J . O . ,  D i c l e m e n t e , C . C . ,  N o r c r o s s , J . C . , 編 ,  中 村 正 和 , 監
訳 ． チ ェ ン ジ ン グ ・ フ ォ ー ・ グ ッ ド ‐ス テ ー ジ 変 容 理 論 で 上 手
に 行 動 を 変 え る ,  法 研 , 東 京 , 2 0 0 5 .  
4 4 )  松 本 一 成 ， 尾 形 方 子 ， 藤 島 圭 一 郎 ： 糖 尿 病 治 療 へ の 重 要 度 と 自
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信 度 の 自 己 評 価 は 糖 尿 病 コ ン ト ロ ー ル に 影 響 を 及 ぼ す ．
P R O G R E S S  I N  M E D I C I N , 3 3 : 3 6 3 － 3 6 7 . 2 0 1 3 .  
4 5 ）  P e r r i  M G :  T h e  m a i n t e n a n c e  o f  t r e a t m e n t  e f f e c t s  i n  t h e  l o n g - t e r m  
m a n a g e m e n t  o f  o b e s i t y .  C l i n i c a l  P s y c h o l o g y :  S c i e n c e  a n d  P r a c t i c e  
5 : 5 2 6 – 5 4 3 ,  1 9 9 8 .  
4 6 ）  W a r z i s k i  M T ,  S e r e i k a  S M ,  S t y n  M A ,  M u s i c  E ,  B u r k e  L E :  C h a n g e s  
i n  s e l f - e f f i c a c y  a n d  d i e t a r y  a d h e r e n c e :  t h e  i m p a c t  o n  w e i g h t  l o s s  
i n  t h e  P R E F E R  s t u d y .  J  B e h a v  M e d .  F e b  3 1 ( 1 ) : 8 1 – 9 2 ,  2 0 0 8 .  
4 7 ）F a g h r i  P ,  B u d e n  J . :  H e a l t h  b e h a v i o r  k n o w l e d g e  a n d  s e l f - e f f i c a c y  a s  
p r e d i c t o r s  o f  b o d y  w e i g h t .  J  N u t r  D i s o r d  T h e r  5 : 1 - 1 1 ,  2 0 1 5 .  
4 8 ）  B a n d u r a  A l b e r t :  S e l f - E f f i c a c y  M e c h a n i s m  i n  H u m a n  A g e n c y .  
A m e r i c a  P s y c h o l o g i s t  3 7 : 1 2 2 – 1 4 7 ,  1 9 8 2 .  
4 9 )  K r e a u s u k o n  P ,  G e l l e r t  P ,  L i p p k e  S o n i a ,  S c h w a r z e r  R . :  P l a n n i n g  a n d  
s e l f - e f f i c a c y  c a n  i n c r e a s e  f r u i t  a n d  v e g e t a b l e  c o n s u m p t i o n :  a  
r a n d o m i z e d  t r i a l .  J  B e h a v  M e d  3 5 : 4 4 3 - 4 5 1 , 2 0 1 2 .  
5 0 ） 成 澤 学 , 岡 田 洋 右 ， 西 田 啓 子 ら ： 精 神 疾 患 を 合 併 し た 病 的 肥 満 症
に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 有 用 性 ,  日 本 内 分 泌 学 会 誌
2 7 , 1 : 9 3 - 9 8 , 2 0 1 6 .  
5 1 ）中 島 敏 子 ： 外 来 に お け る 統 合 失 調 症 患 者 の 肥 満 改 善 へ の 試 み「 グ
ラ フ 化 体 重 日 記 」 の 導 入 と 自 己 効 力 に よ る 評 価 ,  日 本 精 神 科 看
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護 学 会 誌 4 8 . 1 : 2 1 6 - 2 1 7 , 2 0 0 5 .  
5 2 ） 植 木 高 子 , 柏 倉 浩 一 , 後 藤 勇 一 郎 ら ： 統 合 失 調 症 肥 満 患 者 へ の 外
来 栄 養 指 導 を 継 続 し 3 0 k g の 減 量 を 可 能 と し た １ 例 ,  肥 満 研 究
1 3 : 1 8 9 , 2 0 0 7 ．  
5 3 ） P e n d l e b u r y , J . ,  B u s h e , C . J . ,  W i l d g u s t , H . J .  e t  a l . :  L o n g - t e r m  m a i n t e n a n c e  o f  
w e i g h t  l o s s  i n  p a t i e n t s  w i t h  s e v e r e  m e n t a l  i l l n e s s  t h r o u g h  a  
b e h a v i o u r a l  t r e a t m e n t  p r o g r a m m e  i n  t h e  U K .  A c t a . P s y c h i a t r . S c a n d  
1 1 5 : 2 8 6 - 2 9 4 ,  2 0 0 7 .   
5 4 ）  M u e s e r  K T ,  M c G u r k  S R .  S c h i z o p h r e n i a .  L a n c e t , 3 6 3 :  
2 0 6 3 - 2 0 7 2 , 2 0 0 4 .  
5 5 ）  S c h m u t t e  T ,  F l a n a g a n  E ,  B d r e g a l  L ,  R i d g w a y  P ,  S e l l s  D ,  S t y r o n  T ,  
e t  a l :  S e l f - e f f i c a c y  a n d  s e l f - c a r e :  m i s s i n g  i n g r e d i e n t s  i n  h e a l t h  
a n d  h e a l t h c a r e  a m o n g  a d u l t s  w i t h  s e r i o u s  m e n t a l  i l l n e s s .  
P s y c h i a t r  Q  8 0 : 1 – 8 ,  2 0 0 9 .  
5 6 ）  N a s t a s k i n  R ,  F i o c c o  A J :  A  s u r v e y  o f  d i e t  s e l f - e f f i c a c y  a n d  f o o d  
i n t a k e  i n  s t u d e n t s  w i t h  h i g h  a n d  l o w  p e r c e i v e d  s t r e s s .  N u t r  
J . 1 4 : 4 2 ,  2 0 1 5 .  
5 7 ） M a r d e r  S R ,  E s s o c k  S M ,  M i l l e r  A L ,  B u c h a n a n  P W ,  C a s e y  D E ,  D a v i s  
J M ,  L i e b e r m a n  J A ,  S c h o o l e r  N R ,  C o v e l l  N ,  W e i s s m a n  E M ,  
W i r s h i n g  D A ,  H a l l  C S ,  P o g a c h  L ,  P i - S u n y e r  X ,  B i g g e r  T  J r  J ,  
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F r i e d m a n  A ,  K l e i n b e r g  D ,  Y e v i c h  S J ,  D a v i s  B ,  S h o n  S :  P h y s i c a l  
h e a l t h  m o n i t o r i n g  o f  p a t i e n t s  w i t h  s c h i z o p h r e n i a . A M  J  P s y c h i a t r y  
1 6 1 : 1 3 3 4 - 1 3 4 9 , 2 0 0 4 .  
5 8 ） 大 島 紀 人 , 佐 藤 紳 一 , 棟 方 慶 ： 統 合 失 調 症 患 者 に 合 併 す る 肥 満 症
の 臨 床 的 特 徴 と 関 与 す る 因 子 の 検 討 ,  精 神 科 看 護
3 2 : 4 8 - 5 2 , 2 0 0 5 .  
5 9 ） C a s e y  D E ,  H a n s e n  T E :  E x c e s s i v e  m o r t a l i t y  a n d  m o r b i d i t y  
a s s o c i a t e d  w i t h  s c h i z o p h r e n i a .  I n  M e d i c a l  I l l n e s s  a n d  
S c h i z o p h r e n i a .  2 n d  e d i t i o n .  E d i t e d  b y  M e y e r  J M ,  N a s r a l l a h  H A .  
W a s h i n g t o n  D C :  A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  P u b l i s h i n g  I n c :  1 7 – 3 6 ,  
2 0 0 9 .  
6 0 ）  W e i d e n  P J ,  M a c k e l l  J A ,  M c D o n n e l  D D :  O b e s i t y  a s  a  r i s k  f a c t o r  f o r  
a n t i p s y c h o t i c  n o n c o m p l i a n c e .  S c h i z o p h r  R e s .  6 6 : 5 1 - 5 7 , 2 0 0 4  
6 1 ） K u o  F - C ,  L e e  C - H ,  H s i e h  C - H ,  K u o  P ,  C h e n  Y - C ,  H u n g  Y - J . :  
L i f e s t y l e  m o d i f i c a t i o n  a n d  b e h a v i o r  t h e r a p y  e f f e c t i v e l y  r e d u c e  
b o d y  w e i g h t  a n d  i n c r e a s e  s e r u m  l e v e l  o f  b r a i n - d e r i v e d  
n e u r o t r o p h i c  f a c t o r  i n  o b e s e  n o n - d i a b e t i c  p a t i e n t s  w i t h  
s c h i z o p h r e n i a .  P s y c h  R e s  2 0 9 : 1 5 0 - 1 5 4 ,  2 0 1 3 .  
6 2 ） X u  B ,  G o u l d i n g  E H ,  Z a n g  K ,  C e p o i  D ,  C o n e  R D ,  J o n e s  K R ,  T e c o t t  
L H ,  R e i c h a r d t  L F :  B r a i n - d e r i v e d  n e u r o t r o p h i c  f a c t o r  r e g u l a t e s  
53 
 
e n e r g y  b a l a n c e  d o w n s t r e a m  o f  m e l a n o c o r t i n - 4 r e c e p t o r .  N a t u r e  
N e u r o s c i e n c e  6 : 7 3 6 – 7 4 2 ,  2 0 0 3 .  
6 3 ）  A h m e d , A . O . , M a n t i n i , A . M . , F r i d b e r g , D . J . , B u c k l e y , P . F :  
B r a i n - d e r i v e d  n e u r o t r o p h i c  f a c t o r  ( B D N F )  a n d  n e u r o c o g n i t i v e  
d e f i c i t s  i n  p e o p l e  w i t h  s c h i z o p h r e n i a  m e t a a n a l y s i s .  P s y c h i a t r y  
R e s  2 2 6 : 1 - 1 3 ,  2 0 1 5 .  
6 4 ） A l l i s o n  D B ,  e t  a l :  T h e  i m p a c t  o f  w e i g h t  g a i n  o n  q u a l i t y  o f  l i f e  
a m o n g  p e r s o n s  w i t h  s c h i z o p h r e n i a .  P s y c h i a t r  S e r v  
5 4 : 5 6 5 - 5 6 7 , 2 0 0 3 .   
6 5 ）  A m e r i c a n  D i a b e t e s  A s s o c i z t i o n ,  A m e r i c a n  P s y c h i a t r i c  
A s s o c i a t i o n ,  A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  o f  C l i n i c a l  E n d o c r i n o l o g i s t s  
e t  a l :  C o n s e n s u s  D e v e l o p m e n t  C o n f e r e n c e  A n t i p s y c h o t i c  D r u g s  
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6 6 ） 井 戸 由 美 子 , 中 村 友 紀 , 新 川 優 ほ か ： 抗 精 神 病 薬 服 用 中 の 統 合 失
調 症 患 者 に お け る ラ ク ト ス ク ロ ー ス に よ る 排 便 回 数 及 び 便 性 状
の 改 善 効 果 . 精 神 医 学 , 5 7 （ 5 ）； 3 3 1 - 3 3 9 , 2 0 1 5 ．  
6 7 ） 歳 森 康 弘 ， 宮 井 俊 治 ， 山 下 亀 次 郎 ほ か ： 乳 果 オ リ ゴ 糖 配 合 緑 茶
粉 末 飲 料 が ヒ ト の 排 便 状 況 お よ び 糞 便 内 細 菌 に 及 ぼ す 影 響 ． 健
康 ・ 栄 養 食 品 研 究 ， 7 ； 1 - 1 0 ， 2 0 0 4 ．  
6 8 ） 稲 垣  中 ， 稲 田 俊 也 ： 2 0 0 6 年 度 版 向 精 神 薬 等 価 換 算 ． 臨 床 精 神
薬 理 ， 9 ； 1 4 4 3 - 1 4 4 7 ， 2 0 0 6 .  
6 9 ） 菊 山 裕 貴 ,  岡 村 武 彦 ,  小 林 伸 一 ほ か ： 現 在 の 日 本 に お け る 最 終
段 階 を 含 め た 、 統 合 失 調 症 治 療 の ア ル ゴ リ ズ ム 作 成 に つ い て ．
臨 床 精 神 薬 理 、 1 0 ； 8 4 3 - 8 5 2 ， 2 0 0 7 .  
7 0 ） 歳 森 康 弘 ， 宮 井 俊 治 ， 米 山 勝 ほ か ： ラ ク ト ス ク ロ ー ス 配 合 殺 菌
乳 酸 飲 料 の 摂 取 が 健 常 女 子 大 学 生 の 排 便 お よ び 糞 便 内 菌 叢 に 及
ぼ す 影 響 . 健 康 ・ 栄 養 食 品 研 究 ， V o l . 5  N o . 3 ， 2 0 0 2  
7 1 ） 大 池 教 子 ， 宮 井 俊 治 ， 秋 庭 正 典 ほ か ： 介 護 施 設 入 所 の 高 齢 者 に
お け る ラ ク ト ス ク ロ ー ス 摂 取 に よ る 排 便 改 善 効 果 ． 日 本 食 物 繊
維 学 会 誌 、 1 1 ； 4 9 - 5 6 ， 2 0 0 7  
7 2 ） 西 尾 彰 泰 ， 植 木 啓 文 ： 精 神 科 患 者 に お け る 慢 性 便 秘 の 治 療 ． 精
神 科 治 療 学 ， 2 3 ； 1 2 7 1 - 1 2 7 8 ， 2 0 0 8 ．  
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7 3 ） 長 嶺 敬 彦 ： 精 神 科 臨 床 で の 慢 性 便 秘 は 腹 部 コ ン パ ー ト メ ン ト 症
候 群 （ A b d o m i n a l  C o m p a r t m e n t  S y n d r o m e ） の リ ス ク で あ る ． 最
新 精 神 医 学 ， 9 7 ； 4 8 3 - 4 8 6 ， 2 0 1 2 ．  
7 4 ） 宇 野 良 治 ： 慢 性 便 秘 に 対 す る 漢 方 治 療 の 検 討 ― ア ン ト ラ キ ノ ン
系 下 剤 中 毒 に 対 す る 中 健 中 湯 の 有 用 性 ― ．漢 方 医 学 ，3 5； 2 5 8 - 2 6 5 ，
2 0 1 1 ．  
7 5 ） 長 嶺 敬 彦 ： 腸 管 機 能 不 全 － 精 神 科 領 域 に お け る 隠 れ た リ ス ク ．
精 神 科 ， 1 5 ； 2 1 8 - 2 2 4 ， 2 0 0 9 ．  
7 6 ） G o r k o m  B A ， V r i e s  E G ， K a r r e n b e l d ， e t  a l ．： R e v i e w  a r t i c l e ：
a n t h r a n o i d  l a x a t i v e s  a n d  t h e i r  p o t e n t i a l  c a r c i n o g e n i c  e f f e c t s  ．
A l i m e n t  P h a r m a c o l  T h e r  ， 1 3 ； 4 4 3 - 4 5 2 ， 1 9 9 9 ．  
7 7 ） 服 部 征 雄 ： 漢 方 薬 の 薬 効 に は 腸 内 細 菌 が 関 与 す る ． 腸 内 細 菌 学
雑 誌 ， 2 6 ； 1 5 9 － 1 6 9 ， 2 0 1 2 ．  
7 8 ）D o n g - H y u n ，K i m ' ,  S u n g - H a e ，e t  a l ．： h e  R o l e  o f  I n t e s t i n a l  B a c t e r i a  
i n  t h e  T r a n s f o r m a t i o n  o f  S o d i u m  P i c o s u l f a t e ． J a p a n . J  P h a r m a c o l ．
5 9 ， 1 ― 5 ， 1 9 9 2 .  
7 9 ）藤 田 孝 輝 ，原 耕 三 ，光 岡 知 足 ほ か：ヒ ト で の ４
  G
- β - G a l a c t o s y l s u c r o s e
（ ラ ク ト ス ク ロ ー ス ） の 消 化 性 と 腸 内 細 菌 叢 に 与 え る 影 響 ． 澱
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